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現在の滋賀県を本拠地とした近江商人ゆかりのレトロなまち大間々。
古き良き時代の面影を随所で感じられ、タイムスリップしたような
気分が味わえる観光スポットで心が躍ります。

所 群馬県みどり市大間々町大間々1012
☎︎ 0277-72-1008　営 9:00~17:00　休 年末年始
交 大間々駅から徒歩５分

所 群馬県みどり市東町花輪
☎︎ 0277-97-2508（レストラン飛鳥）
営 24時間　休 無休
交 花輪駅から徒歩15分

レトロなグルメ自販機で
ラーメン・うどん・そば・
トーストなどが楽しめます。

日本鋼管（株）の創立者である今泉嘉一
郎氏の寄付により昭和６年に建て替えら
れた木造校舎で、国の登録有形文化財。

所 群馬県みどり市大間々町大間々1635
☎︎ 0277-72-1968　営 9:00～16:00 ( 最終入館 15:30)
休  【ながめ余興場】火曜日 ( 祝日の場合は翌日 )、年末年始

【ながめ公園】年末年始
交 大間々駅から徒歩10分

所 群馬県みどり市東町花輪191　☎︎ 0277-97-2622
営 10:00～16:00（入館は15:30まで）　休 月曜日
交 花輪駅から徒歩５分

ながめ余興場・ながめ公園

旧花輪小学校記念館

所 群馬県みどり市東町小夜戸
☎︎ 0277-76-0984（みどり市東市民生活課）　交 花輪駅から徒歩16分

「しだれ桃」が約２kmの間
に2,000本以上並ぶ花桃街
道。４月上旬から中旬にか
けて楽しめます。

小
さ

夜
や

戸
ど

・
大畑花桃街道

名物の醤油ソフトクリームは、醤油の味
わいと香ばしさがソフトクリームの甘さ
と絶妙なバランスで、癖になること間違
いなし。

日本一しょうゆ　岡直三郎商店

丸美屋自販機

大
おお

間
ま

々
ま

駅

花輪駅近辺には、足尾銅山の銅を江戸へ運んだ〝あかがね街道〝 の
面影が残ります。
昔を偲びながら歩いてみませんか。花

はな

輪
わ

駅

昭和12年築の「なが
め余興場」は、歌舞
伎座を模した玄関、
廻り舞台や花道、桟
敷席、楽屋などが見
学でき、どこから見ても昭和の面影たっぷり。
最盛期の昭和30年代には劇団や歌謡ショー、
浪曲などの公演でにぎわいました。

所 群馬県みどり市大間々町大間々1030　☎︎ 0277-73-4123
営 9:00～17:00（入館は16:30まで）
休 月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始　交 大間々駅から徒歩５分

大正10年築
の旧大間々
銀行の建物
を活用した
博物館。赤城山東南麓の自然や
歴史資料を展示。明治～昭和の
商家の様子や銀行時代の金庫の
扉も見られます。

大間々博物館（コノドント館）
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間藤駅

足尾駅

沢入駅

神戸駅

花輪駅

大間々駅

通洞駅丸美屋自販機

大間々
博物館 ながめ余興場・ながめ公園

岡直三郎
商店

旧花輪小学校
記念館

小夜戸・大畑
花桃街道

レストラン
清流

琴平トンネル

花桃と桜

花桃と桜 童謡ふるさと館

古河掛水
倶楽部

ますや肉店

足尾銅山観光

あかがね街道石畳

大澤寺

原向駅

小中駅

中野駅

水沼駅
本宿駅

相老駅

桐生駅

上神梅駅

下新田駅

運動公園駅

足尾銅山観光

渓谷沿いに県境の山を越えた先の栃木県日光市足尾町にあ
る駅。
日本の近代化を支えた足尾銅山の名残を訪ねてみましょう。通

つう

洞
どう

駅・足
あし

尾
お

駅

所 栃木県日光市足尾町通洞9-2　☎︎ 0288-93-3240
営 9:00～17:00（入場は16:15まで）　休 無休
交 通洞駅から徒歩６分

「日本一の鉱都」と呼ばれた足尾銅山を
再現した坑内観光。400年の歴史がよみ
がえります。

わ鐵には観光用トロッコ
列車の他に、長年沿線地
域の皆様の足として親し
まれてきた普通列車も
走っています。車窓から
見える美しい風景を眺め
ながら、旅をお楽しみく
ださい。

940 円
1,880 円大 人

小 児
金　額

わたらせ渓谷鐵道全線（桐生～間藤）が一日中乗り放
題で乗り降り自由のお得な乗車券です。沿線施設で使
える割引特典もありますので、わ鐵全線を1日たっぷり
お楽しみいただけます。
※トロッコ列車には、別途トロッコ整理券が必要です。

一日フリーきっぷ旅をお得に楽しむ旅をお得に楽しむ

所 栃木県日光市足尾町掛水2281　☎︎ 0288-93-2015（平日 0288-93-3255）
営 10:00～15:30（入館は14:45まで）、土・日・祝日開館　休 12～３月
料 大人 500円／小・中学生 300円　交 足尾駅から徒歩４分

足尾銅山の隆盛期、政府高官などを招く
迎賓館として使われていた建物。土・
日・祝日には内部を一般公開。 画像提供：古河機械金属株式会社

古河掛水倶楽部

所 栃木県日光市足尾町松原6-2　☎︎ 0288-93-2308　営 12:30～17:00（揚げ物が無く
なり次第終了）　休 日・月曜日（臨時休業あり）交 通洞駅から徒歩６分

通洞駅前にある肉店。揚げたてはもちろん、
冷めてもおいしいコロッケが人気。お肉たっ
ぷりのジューシーメンチもおすすめです。

ますや肉店

普通列車

詳しくは
こちらから

わ鐵を走る列車たちわ鐵を走る列車たち

観光をより楽しむなら、乗車する列車の
種類にこだわるのも醍醐味の一つです。
わ鐵を走る人気の列車を紹介します。

5

寝釈迦の登山口にある古刹。
境内に庚申塔14基と庚申
堂が建ち、庚申像は弘法大
師が押出川から引き上げた
ものと伝わっています。

降りたとたんに懐かしさを感じる、古里の風景そのままの駅。のん
びりまったりした時間を過ごしてみませんか。

かつて足尾銅山から江戸へ運ばれた銅。沢入は鉄道が敷かれてから
も銅の輸送で活躍した駅です。当時の面影を探しながら山間を散策
しましょう。

所 群馬県みどり市東町沢入　☎︎ 0277-46-7289（みどり市観光協会）
交 沢入駅から徒歩10分

所 群馬県みどり市東町沢入380
☎︎ 0277-95-6224
営 参拝自由、本堂内見学及び御朱印は
要予約
交 沢入駅から徒歩11分

童謡ふるさと館

あかがね街道石畳 大澤寺

所 群馬県みどり市東町神戸
☎︎ 0277-46-7289（みどり市観光協会）　交 神戸駅から徒歩13分

所 群馬県みどり市東町神戸891 神戸駅構内　☎︎ 0277-97-3681　営 11:00～16:00
休 ４～11月（無休）、12～３月（月曜日※祝日の場合は翌日）　交 神戸駅構内

旧足尾線で昭和48年まで利用され
ていた長さ59mのトンネル。ここ
を抜けると、左手には断崖を支える
高さ30ｍもの石積が見られます。

琴平トンネル

かつて東武鉄道で使われていた車両を利用し
たレストランで、食堂
車の気分で食事や休憩
ができます。駅弁購入
もぜひこちらでどうぞ。

列車のレストラン清流

神
ご う ど

戸 駅

沢
そ う り

入 駅

所 群馬県みどり市東町座間367-1
☎︎ 0277-97-2721（みどり市東公民館）
営 予約制 ※貸館中心
休 12～2月（冬期休館）　交 神戸駅から徒歩30分

童謡「うさぎとかめ」などの作詞者『石
原和三郎』の顕彰と文化振興を目的とし
て開館。童謡パネルの展示や、ホールを
利用したイベントなどを開催しています。
※�施設に職員が常駐していないため、事前にイベント
情報等をご確認いただくことをおすすめいたします。

沢入の銅問屋から
渡良瀬川に至る約
50mのみかげ石
で舗装された道。
かつてのあかがね
街道の面影を残し
ています。（近年
復元）

停車駅 停車駅大間々、水沼、神戸、沢入、通洞、足尾 桐生、相老、大間々、水沼、神戸、沢入、通洞、足尾、間藤

わ鐵のキャラクター「わ鐵のわっ
しー」をモチーフに、銅色と赤色・
黄色に塗り分けられた華やかな
トロッコ列車。木製の座席に大
型のテーブルを備えた窓ガラス
のない車両です。（冬期には窓に
ガラスを取り付けて運転します）

トロッコわっしー号「WKT-550形」

ディーゼル機関車が４両の客
車を引っ張る昔ながらのスタ
イルで、鉄道ファンにも大人
気。機関車にはトロッコ車両
と同じ銅色と、鮮やかな赤色
の2種類あり、どちらが走る
かは当日のお楽しみです。

トロッコわたらせ渓谷号「わ99形」
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岡直三郎
商店

旧花輪小学校
記念館

小夜戸・大畑
花桃街道

レストラン
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琴平トンネル
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花桃と桜 童謡ふるさと館

古河掛水
倶楽部

ますや肉店

足尾銅山観光

あかがね街道石畳

大澤寺

原向駅

小中駅

中野駅

水沼駅
本宿駅

相老駅

桐生駅

上神梅駅

下新田駅

運動公園駅

足尾銅山観光

渓谷沿いに県境の山を越えた先の栃木県日光市足尾町にあ
る駅。
日本の近代化を支えた足尾銅山の名残を訪ねてみましょう。通

つう

洞
どう

駅・足
あし

尾
お

駅

所 栃木県日光市足尾町通洞9-2　☎︎ 0288-93-3240
営 9:00～17:00（入場は16:15まで）　休 無休
交 通洞駅から徒歩６分

「日本一の鉱都」と呼ばれた足尾銅山を
再現した坑内観光。400年の歴史がよみ
がえります。

わ鐵には観光用トロッコ
列車の他に、長年沿線地
域の皆様の足として親し
まれてきた普通列車も
走っています。車窓から
見える美しい風景を眺め
ながら、旅をお楽しみく
ださい。

940 円
1,880 円大 人

小 児
金　額

わたらせ渓谷鐵道全線（桐生～間藤）が一日中乗り放
題で乗り降り自由のお得な乗車券です。沿線施設で使
える割引特典もありますので、わ鐵全線を1日たっぷり
お楽しみいただけます。
※トロッコ列車には、別途トロッコ整理券が必要です。

一日フリーきっぷ旅をお得に楽しむ旅をお得に楽しむ

所 栃木県日光市足尾町掛水2281　☎︎ 0288-93-2015（平日 0288-93-3255）
営 10:00～15:30（入館は14:45まで）、土・日・祝日開館　休 12～３月
料 大人 500円／小・中学生 300円　交 足尾駅から徒歩４分

足尾銅山の隆盛期、政府高官などを招く
迎賓館として使われていた建物。土・
日・祝日には内部を一般公開。 画像提供：古河機械金属株式会社

古河掛水倶楽部

所 栃木県日光市足尾町松原6-2　☎︎ 0288-93-2308　営 12:30～17:00（揚げ物が無く
なり次第終了）　休 日・月曜日（臨時休業あり）交 通洞駅から徒歩６分

通洞駅前にある肉店。揚げたてはもちろん、
冷めてもおいしいコロッケが人気。お肉たっ
ぷりのジューシーメンチもおすすめです。

ますや肉店

普通列車

詳しくは
こちらから

わ鐵を走る列車たちわ鐵を走る列車たち

観光をより楽しむなら、乗車する列車の
種類にこだわるのも醍醐味の一つです。
わ鐵を走る人気の列車を紹介します。

5

寝釈迦の登山口にある古刹。
境内に庚申塔14基と庚申
堂が建ち、庚申像は弘法大
師が押出川から引き上げた
ものと伝わっています。

降りたとたんに懐かしさを感じる、古里の風景そのままの駅。のん
びりまったりした時間を過ごしてみませんか。

かつて足尾銅山から江戸へ運ばれた銅。沢入は鉄道が敷かれてから
も銅の輸送で活躍した駅です。当時の面影を探しながら山間を散策
しましょう。

所 群馬県みどり市東町沢入　☎︎ 0277-46-7289（みどり市観光協会）
交 沢入駅から徒歩10分

所 群馬県みどり市東町沢入380
☎︎ 0277-95-6224
営 参拝自由、本堂内見学及び御朱印は
要予約
交 沢入駅から徒歩11分

童謡ふるさと館

あかがね街道石畳 大澤寺

所 群馬県みどり市東町神戸
☎︎ 0277-46-7289（みどり市観光協会）　交 神戸駅から徒歩13分

所 群馬県みどり市東町神戸891 神戸駅構内　☎︎ 0277-97-3681　営 11:00～16:00
休 ４～11月（無休）、12～３月（月曜日※祝日の場合は翌日）　交 神戸駅構内

旧足尾線で昭和48年まで利用され
ていた長さ59mのトンネル。ここ
を抜けると、左手には断崖を支える
高さ30ｍもの石積が見られます。

琴平トンネル

かつて東武鉄道で使われていた車両を利用し
たレストランで、食堂
車の気分で食事や休憩
ができます。駅弁購入
もぜひこちらでどうぞ。

列車のレストラン清流

神
ご う ど

戸 駅

沢
そ う り

入 駅

所 群馬県みどり市東町座間367-1
☎︎ 0277-97-2721（みどり市東公民館）
営 予約制 ※貸館中心
休 12～2月（冬期休館）　交 神戸駅から徒歩30分

童謡「うさぎとかめ」などの作詞者『石
原和三郎』の顕彰と文化振興を目的とし
て開館。童謡パネルの展示や、ホールを
利用したイベントなどを開催しています。
※�施設に職員が常駐していないため、事前にイベント
情報等をご確認いただくことをおすすめいたします。

沢入の銅問屋から
渡良瀬川に至る約
50mのみかげ石
で舗装された道。
かつてのあかがね
街道の面影を残し
ています。（近年
復元）

停車駅 停車駅大間々、水沼、神戸、沢入、通洞、足尾 桐生、相老、大間々、水沼、神戸、沢入、通洞、足尾、間藤

わ鐵のキャラクター「わ鐵のわっ
しー」をモチーフに、銅色と赤色・
黄色に塗り分けられた華やかな
トロッコ列車。木製の座席に大
型のテーブルを備えた窓ガラス
のない車両です。（冬期には窓に
ガラスを取り付けて運転します）

トロッコわっしー号「WKT-550形」

ディーゼル機関車が４両の客
車を引っ張る昔ながらのスタ
イルで、鉄道ファンにも大人
気。機関車にはトロッコ車両
と同じ銅色と、鮮やかな赤色
の2種類あり、どちらが走る
かは当日のお楽しみです。

トロッコわたらせ渓谷号「わ99形」
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手
術
後
、
検
診
を
重
ね
、
２
年
後
に
は

「
も
う
大
丈
夫
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
も
問
題

あ
り
ま
せ
ん
」
と
先
生
に
言
わ
れ
た
時

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
体
が

回
復
し
て
い
る
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。
翌
年
は
、
目
標
と
し
て
い
た
愛
媛
県

で
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年

で
し
た
。
出
場
で
き
る
か
ど
う
か
不
安

も
あ
り
つ
つ
、
マ
ラ
ソ
ン
に
申
し
込
み

ま
し
た
。
本
大
会
に
向
け
て
、
ま
ず
は
赤

城
大
沼
の
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
制
限
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
無
事
完
走
。
筋
肉
痛
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
回
復
の
証
だ
と

前
向
き
に
考
え
ま
し
た
。
更
に
、
土
合
駅

の
５
０
０
段
階
段
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
赤
城
大
沼
で
走
り
込
み
を
重
ね
、
迎

え
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
媛
で
は
10
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン
を
制
限
時
間
内
に
完
走
。

目
標
を
達
成
し
、
感
動
し
ま
し
た
。

負
け
ず
嫌
い
な
性
格
は
健
在

人
生
は
前
進
あ
る
の
み

　
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い

大
手
術
を
乗
り
越
え
て

再
び
、
走
る

　
し
か
し
、
２
０
１
９
年
秋
、
以
前
か

ら
不
自
由
し
て
い
た
股
関
節
の
状
態
が

悪
化
し
、
杖
が
な
け
れ
ば
歩
け
ず
、
家

の
中
で
は
ト
イ
レ
に
行
く
に
も
這
っ
て

移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
家
族
に
説
得
さ
れ
て
病
院
を
受
診
。

回
復
に
は
手
術
し
か
な
く
、
信
頼
で
き

る
医
師
と
の
出
会
い
を
経
て
手
術
を
決

意
し
、
半
年
待
っ
た
２
０
２
０
年
８
月

に
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
９
月
に
は
リ

ハ
ビ
リ
専
門
病
院
に
転
院
、
少
し
ず
つ

自
力
歩
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
12
月
に

退
院
し
ま
し
た
。

　
退
院
後
は
介
護
保
険
を
使
っ
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
週
２
回
利
用
し
て
リ
ハ
ビ

リ
を
続
け
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
に
し
ま
な
み
海
道
１
０

０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
時
に
、

し
ま
な
み
海
道
の
魅
力
に
感
動
し
、「
も

う
一
度
訪
れ
て
み
た
い
。」と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
の
で
、
愛
媛
県
で
開
催
の
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
し
ま
な
み
海
道
を
も
う
一
度

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
制
限
時
間
内

に
10
キ
ロ
完
走
す
る
」
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。
ど
の
大
会
も
思
い
出
深

い
で
す
が
、
な
か
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

顔が
お

の
え
ひ
め

２
０
２
３
」で
す
。

　
私
は
若
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん

で
き
ま
し
た
。
23
歳
で
結
婚
し
、
24
歳

で
長
女
を
出
産
後
、
す
ぐ
に
職
場
に
復

帰
し
ま
し
た
。
娘
が
水
泳
教
室
に
通
い

始
め
る
と
、
私
も
一
緒
に
水
泳
を
始
め
ま

し
た
。
仕
事
の
昼
休
み
を
利
用
し
て
、

職
場
近
く
の
温
水
プ
ー
ル
に
通
う
事
に

加
え
、
競
技
役
員
や
指
導
員
と
し
て
も
、

長
く
水
泳
競
技
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
は
、
職
場
の
仲
間
に
誘
わ

れ
て
マ
ラ
ソ
ン
も
始
め
ま
し
た
。
普
段

の
通
勤
は
自
転
車
で
し
た
の
で
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　
55
歳
で
早
期
退
職
し
た
後
、
孫
の
面

倒
を
み
な
が
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
時
間
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
56
歳
で

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
挑
戦
。
そ
の
他
、
中

国
を
自
転
車
で
旅
す
る
ツ
ア
ー
、
北
海

道
を
走
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ

ン
に
出
場
す

る
な
ど
退
職

後
の
20
年
間

は
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
過
ご
し

ま
し
た
。

で
、
兄
や
３
人
の

弟
と
育
っ
た
た

め
、
常
に
負
け
た

く
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
人

生
に
お
い
て
、
前

進
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
後
退
せ
ず
に
前
に
進
ん
で
い
る
と

実
感
で
き
る
こ
と
で
、
や
っ
た
こ
と
に

満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

途
中
で
や
め
た
く
な
い
の
で
す
。
常
に

前
へ
進
む
こ
と
を
考
え
、
子
育
て
に
も

仕
事
に
も
趣
味
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
私
の
頭
の
中
に
、
バ
ッ

ク（
後
退
）す
る
と
い
う
考
え
が
な
い
の

で
す
。
常
に
前
へ
進
む
。
こ
れ
が
私
の

元
気
の
源
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
80
歳
で
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
、

81
歳
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
も
74
キ
ロ
完
走

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
10
キ
ロ
マ
ラ

ソ
ン
を
ど
こ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
を
目

標
に
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

受賞した盾など

目標にしていた
10キロマラソンを完走

趣味は裁縫愛用の自転車

7

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鳥
取

最
高
齢
者
賞
を
受
賞

　
令
和
６
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２

４
」に
参
加
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
門
で

「
最
高
齢
者
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は「
フ
ァ
ン
ラ
イ
ド
方
式
」を

採
用
し
て
お
り
、
速
さ
を
競
う
こ
と
な

く
、
順
位
も
つ
け
な
い
た
め
、
一
般
の

道
路
を
楽
し
み
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
は
今
回

で
４
回
目
で
す
。
60
歳
の
時
、
徳
島
大
会

に
水
泳
で
参
加
し
、
61
歳
で
群
馬
大
会

の
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
。
昨
年
80

歳
で
愛
媛
大
会
に
参
加
し
、
10
キ
ロ
マ

ラ
ソ
ン
を
完
走
し
て
高
齢
者
賞
を
い
た

両側人工股関節置換術を乗り越え、
80歳で10キロマラソンを完走した
代田さん。つらいリハビリも、とにか
く前進することが大事と、笑顔と努力
で立ち向かいました。愛用の自転車
に乗って、1時間かけて友達やいとこ
に会いに行くのが楽しみだそう。元
気はつらつとした姿が印象的です。

前進することが大事
とにかく前向きに
真剣に取り組むがモットー

代
し ろ

田
た

 玲
れ い

子
こ

さん

81歳
（前橋市）

サイクリング交流大会に参加
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手
術
後
、
検
診
を
重
ね
、
２
年
後
に
は

「
も
う
大
丈
夫
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
も
問
題

あ
り
ま
せ
ん
」
と
先
生
に
言
わ
れ
た
時

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
体
が

回
復
し
て
い
る
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。
翌
年
は
、
目
標
と
し
て
い
た
愛
媛
県

で
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年

で
し
た
。
出
場
で
き
る
か
ど
う
か
不
安

も
あ
り
つ
つ
、
マ
ラ
ソ
ン
に
申
し
込
み

ま
し
た
。
本
大
会
に
向
け
て
、
ま
ず
は
赤

城
大
沼
の
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
制
限
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
無
事
完
走
。
筋
肉
痛
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
回
復
の
証
だ
と

前
向
き
に
考
え
ま
し
た
。
更
に
、
土
合
駅

の
５
０
０
段
階
段
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
赤
城
大
沼
で
走
り
込
み
を
重
ね
、
迎

え
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
媛
で
は
10
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン
を
制
限
時
間
内
に
完
走
。

目
標
を
達
成
し
、
感
動
し
ま
し
た
。

負
け
ず
嫌
い
な
性
格
は
健
在

人
生
は
前
進
あ
る
の
み

　
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い

大
手
術
を
乗
り
越
え
て

再
び
、
走
る

　
し
か
し
、
２
０
１
９
年
秋
、
以
前
か

ら
不
自
由
し
て
い
た
股
関
節
の
状
態
が

悪
化
し
、
杖
が
な
け
れ
ば
歩
け
ず
、
家

の
中
で
は
ト
イ
レ
に
行
く
に
も
這
っ
て

移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
家
族
に
説
得
さ
れ
て
病
院
を
受
診
。

回
復
に
は
手
術
し
か
な
く
、
信
頼
で
き

る
医
師
と
の
出
会
い
を
経
て
手
術
を
決

意
し
、
半
年
待
っ
た
２
０
２
０
年
８
月

に
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
９
月
に
は
リ

ハ
ビ
リ
専
門
病
院
に
転
院
、
少
し
ず
つ

自
力
歩
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
12
月
に

退
院
し
ま
し
た
。

　
退
院
後
は
介
護
保
険
を
使
っ
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
週
２
回
利
用
し
て
リ
ハ
ビ

リ
を
続
け
ま
し
た
。

　
１
９
９
９
年
に
し
ま
な
み
海
道
１
０

０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
時
に
、

し
ま
な
み
海
道
の
魅
力
に
感
動
し
、「
も

う
一
度
訪
れ
て
み
た
い
。」と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
の
で
、
愛
媛
県
で
開
催
の
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
し
ま
な
み
海
道
を
も
う
一
度

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
制
限
時
間
内

に
10
キ
ロ
完
走
す
る
」
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。
ど
の
大
会
も
思
い
出
深

い
で
す
が
、
な
か
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

顔が
お

の
え
ひ
め

２
０
２
３
」で
す
。

　
私
は
若
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん

で
き
ま
し
た
。
23
歳
で
結
婚
し
、
24
歳

で
長
女
を
出
産
後
、
す
ぐ
に
職
場
に
復

帰
し
ま
し
た
。
娘
が
水
泳
教
室
に
通
い

始
め
る
と
、
私
も
一
緒
に
水
泳
を
始
め
ま

し
た
。
仕
事
の
昼
休
み
を
利
用
し
て
、

職
場
近
く
の
温
水
プ
ー
ル
に
通
う
事
に

加
え
、
競
技
役
員
や
指
導
員
と
し
て
も
、

長
く
水
泳
競
技
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
は
、
職
場
の
仲
間
に
誘
わ

れ
て
マ
ラ
ソ
ン
も
始
め
ま
し
た
。
普
段

の
通
勤
は
自
転
車
で
し
た
の
で
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　
55
歳
で
早
期
退
職
し
た
後
、
孫
の
面

倒
を
み
な
が
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
時
間
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
56
歳
で

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
挑
戦
。
そ
の
他
、
中

国
を
自
転
車
で
旅
す
る
ツ
ア
ー
、
北
海

道
を
走
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ

ン
に
出
場
す

る
な
ど
退
職

後
の
20
年
間

は
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
過
ご
し

ま
し
た
。

で
、
兄
や
３
人
の

弟
と
育
っ
た
た

め
、
常
に
負
け
た

く
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
人

生
に
お
い
て
、
前

進
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
後
退
せ
ず
に
前
に
進
ん
で
い
る
と

実
感
で
き
る
こ
と
で
、
や
っ
た
こ
と
に

満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

途
中
で
や
め
た
く
な
い
の
で
す
。
常
に

前
へ
進
む
こ
と
を
考
え
、
子
育
て
に
も

仕
事
に
も
趣
味
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
私
の
頭
の
中
に
、
バ
ッ

ク（
後
退
）す
る
と
い
う
考
え
が
な
い
の

で
す
。
常
に
前
へ
進
む
。
こ
れ
が
私
の

元
気
の
源
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
80
歳
で
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
、

81
歳
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
も
74
キ
ロ
完
走

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
10
キ
ロ
マ
ラ

ソ
ン
を
ど
こ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
を
目

標
に
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

受賞した盾など

目標にしていた
10キロマラソンを完走

趣味は裁縫愛用の自転車

7

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鳥
取

最
高
齢
者
賞
を
受
賞

　
令
和
６
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２

４
」に
参
加
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
門
で

「
最
高
齢
者
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は「
フ
ァ
ン
ラ
イ
ド
方
式
」を

採
用
し
て
お
り
、
速
さ
を
競
う
こ
と
な

く
、
順
位
も
つ
け
な
い
た
め
、
一
般
の

道
路
を
楽
し
み
な
が
ら
走
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
は
今
回

で
４
回
目
で
す
。
60
歳
の
時
、
徳
島
大
会

に
水
泳
で
参
加
し
、
61
歳
で
群
馬
大
会

の
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
。
昨
年
80

歳
で
愛
媛
大
会
に
参
加
し
、
10
キ
ロ
マ

ラ
ソ
ン
を
完
走
し
て
高
齢
者
賞
を
い
た

両側人工股関節置換術を乗り越え、
80歳で10キロマラソンを完走した
代田さん。つらいリハビリも、とにか
く前進することが大事と、笑顔と努力
で立ち向かいました。愛用の自転車
に乗って、1時間かけて友達やいとこ
に会いに行くのが楽しみだそう。元
気はつらつとした姿が印象的です。

前進することが大事
とにかく前向きに
真剣に取り組むがモットー

代
し ろ

田
た
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れ い

子
こ
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81歳
（前橋市）
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〜群馬県最低賃金が改定されました〜
みんなチェック！最低料金

高齢者の生きがい健康づくり事業

▶財団ホームページ

生きがいや健康づくりに関する情報発信、社会参加活動
に役立つ講座、ボランティア養成講座、文化・スポーツイ
ベント、仲間づくりのための情報提供等を行っています。

群馬県長寿社会づくり財団は、高齢者の健康づくり及び生きがいづくり、高齢
者の能力活用及び雇用・就業を促進するための諸事業を行っています。ぜひご参加ください。

シルバー人材センター
元気で働くことにより、地域社会に貢献し、地域とのつな
がりを深め、いきいきとした生活を楽しむための組織です。

高齢者活躍人材確保育成事業
就業体験（職場見学）や必要な技能講習等を行い、シニア
と企業の双方にシルバー人材センターへの理解を深めて
いただきます。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの商標登録です。

こちらのQRコードを読み取って
アクセスしてください。

情報誌「ときめき群馬」は全ページを
当財団ホームページに掲載しておりますので
パソコンやスマートフォンから
手軽に見ていただく事ができます。

群馬県最低賃金は

（令和６年10月４日より）
詳しくは�群馬県労働局労働基準部賃金室

（TEL�027-896-4737）
又は群馬県内の労働基準監督署へお問合わせください。

時間額 985円

第41回県民スポーツ祭ぐんまねんりんピック2024
令和６年10月31日（木）

　第41回県民スポーツ祭ぐんまねんりんピック
2024がALSOKぐんま総合スポーツセンター、し
んしん大渡温水プール・トレーニングセンター、
前橋市設ゲートボール場幸始園、前橋市登利平桃
の木川グラウンドで開催されました。
　県内各地から1,409名の選手が集まり、スポー
ツ種目14種目（ゲートボール、卓球、テニス、ソ
フトテニス、ソフトボール、剣道、弓道、グラウ
ンド・ゴルフ、マラソン、水泳、ソフトバレーボー

ル、ペタンク、なぎなた、太極拳）、文化種目３
種目（囲碁、将棋、健康マージャン）の17種目で、
熱戦が繰り広げられました。
　選手一人ひとりが主役になるこの大会はシニアの
方の健康の保持増進と交流を図るとともに、生き
がいづくりを進め、活力ある長寿社会づくりを推
進することを目的として、毎年開催されています。
　当日は好天に恵まれ、参加者は真剣な表情で日
頃の練習の成果を競い合いました。

9

　「
邑
楽
町
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会
」は
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で

す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
９
人
で
、
毎

月
２
回
、
邑
楽
町
中
央
公
民
館
の
一
室

に
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
邑

楽
町
の
介
護
予
防
講
座
の
一
環
と
し
て

行
っ
た
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
講
座
で
す
。
福

祉
介
護
課
の
職
員
の
中
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
好
き
な
人
が
お
り
、
脳
ト
レ
に
な
る

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
持
ち
寄
っ
て
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
広
報
で
参
加
者
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
に
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
邑
楽
町
で
は
、
ほ
か
に
も
、
モ

ル
ッ
ク
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
介
護

予
防
講
座
な
ど
、
脳
ト
レ
に
な
る
よ
う

な
講
座
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
詳
し

い
福
祉
介
護
課
の
職
員
が
講
師
と
な

り
、「ito

」
や「
ウ
ボ
ン
ゴ
」
と
い
っ
た

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
の
要
望
で
追
加
講
座
も
開

催
。
講
座
終
了
後
、「
も
っ
と
続
け
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
同
会
が
発

足
し
ま
し
た
。

結
果
に
こ
だ
わ
ら
な
い
楽
し
さ

　
現
在
、
同
会
で
一
番
人
気
が
あ
る

ゲ
ー
ム
は「
宝
石
の
煌
め
き
」
と
い
う

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。
取
材
時
に
も
、

メ
ン
バ
ー
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
こ
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。「
宝
石
の
煌
め
き
」
は
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
宝
石
商
と
な
り
、
宝
石
を
使
っ

て
鉱
山
や
職
人
を
手
に
入
れ
、
資
産
を

築
い
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。
あ
る
会
員

は
、「
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
人
が

持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
が
気
に
な
り
、
自

分
は
何
を
集
め
る
か
考
え
、
点
数
計
算

も
必
要
に
な
る
の
で
、
頭
も
手
先
も
使

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、「
駆
け
引
き
が
面
白
い
」「
ゲ
ー

ム
の
勝
敗
は
運
が
大
き
く
影
響
す
る
の

で
、
負
け
て
も
悔
し
く
な
い
。
そ
れ
よ

り
、
ゲ
ー
ム
の
過
程
で
感
じ
る
充
実
感

が
楽
し
い
」「
予
想
外
の
出
来
事
が
あ
る

か
ら
、
面
白
さ
が
倍
増
し
ま
す
」な
ど
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
魅
力
を
次
々
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
頭

を
使
い
続
け
る
こ
と
で
、
認
知
機
能
の

維
持
に
役
立
て
て
い
る
会
員
も
い
ま

す
。
あ
る
会
員
は
、「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
あ
れ
、
そ
れ

を
言
わ
な
く
な
り
、
物
を
思
い
出
す
の

が
早
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
、
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
頭
を
使
い
な
が
ら
人
と
交
流
し
、

心
身
の
健
康
を
促
進
す
る
活
動
と
し
て

も
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
脳
活

元
気
な
仲
間
た
ち

和
気
あ
い
あ
い
と
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

「
邑
楽
町
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会
」は
、

頭
の
体
操
を
し
な
が
ら
、
元
気
に
活
動
中
で
す
。

邑 楽 町

「邑楽町ボードゲームの会」
頭の体操。予測不能な展開が面白い。

問い合わせ先 　邑楽町役場 福祉介護課　電話：0276-47-5045
8
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〜群馬県最低賃金が改定されました〜
みんなチェック！最低料金

高齢者の生きがい健康づくり事業

▶財団ホームページ

生きがいや健康づくりに関する情報発信、社会参加活動
に役立つ講座、ボランティア養成講座、文化・スポーツイ
ベント、仲間づくりのための情報提供等を行っています。

群馬県長寿社会づくり財団は、高齢者の健康づくり及び生きがいづくり、高齢
者の能力活用及び雇用・就業を促進するための諸事業を行っています。ぜひご参加ください。

シルバー人材センター
元気で働くことにより、地域社会に貢献し、地域とのつな
がりを深め、いきいきとした生活を楽しむための組織です。

高齢者活躍人材確保育成事業
就業体験（職場見学）や必要な技能講習等を行い、シニア
と企業の双方にシルバー人材センターへの理解を深めて
いただきます。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの商標登録です。

こちらのQRコードを読み取って
アクセスしてください。

情報誌「ときめき群馬」は全ページを
当財団ホームページに掲載しておりますので
パソコンやスマートフォンから
手軽に見ていただく事ができます。

群馬県最低賃金は

（令和６年10月４日より）
詳しくは�群馬県労働局労働基準部賃金室

（TEL�027-896-4737）
又は群馬県内の労働基準監督署へお問合わせください。

時間額 985円

第41回県民スポーツ祭ぐんまねんりんピック2024
令和６年10月31日（木）

　第41回県民スポーツ祭ぐんまねんりんピック
2024がALSOKぐんま総合スポーツセンター、し
んしん大渡温水プール・トレーニングセンター、
前橋市設ゲートボール場幸始園、前橋市登利平桃
の木川グラウンドで開催されました。
　県内各地から1,409名の選手が集まり、スポー
ツ種目14種目（ゲートボール、卓球、テニス、ソ
フトテニス、ソフトボール、剣道、弓道、グラウ
ンド・ゴルフ、マラソン、水泳、ソフトバレーボー

ル、ペタンク、なぎなた、太極拳）、文化種目３
種目（囲碁、将棋、健康マージャン）の17種目で、
熱戦が繰り広げられました。
　選手一人ひとりが主役になるこの大会はシニアの
方の健康の保持増進と交流を図るとともに、生き
がいづくりを進め、活力ある長寿社会づくりを推
進することを目的として、毎年開催されています。
　当日は好天に恵まれ、参加者は真剣な表情で日
頃の練習の成果を競い合いました。
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　「
邑
楽
町
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会
」は
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で

す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
９
人
で
、
毎

月
２
回
、
邑
楽
町
中
央
公
民
館
の
一
室

に
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
邑

楽
町
の
介
護
予
防
講
座
の
一
環
と
し
て

行
っ
た
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
講
座
で
す
。
福

祉
介
護
課
の
職
員
の
中
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
好
き
な
人
が
お
り
、
脳
ト
レ
に
な
る

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
持
ち
寄
っ
て
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
広
報
で
参
加
者
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
に
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
邑
楽
町
で
は
、
ほ
か
に
も
、
モ

ル
ッ
ク
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
介
護

予
防
講
座
な
ど
、
脳
ト
レ
に
な
る
よ
う

な
講
座
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
詳
し

い
福
祉
介
護
課
の
職
員
が
講
師
と
な

り
、「ito

」
や「
ウ
ボ
ン
ゴ
」
と
い
っ
た

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
の
要
望
で
追
加
講
座
も
開

催
。
講
座
終
了
後
、「
も
っ
と
続
け
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
同
会
が
発

足
し
ま
し
た
。

結
果
に
こ
だ
わ
ら
な
い
楽
し
さ

　
現
在
、
同
会
で
一
番
人
気
が
あ
る

ゲ
ー
ム
は「
宝
石
の
煌
め
き
」
と
い
う

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。
取
材
時
に
も
、

メ
ン
バ
ー
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
こ
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。「
宝
石
の
煌
め
き
」
は
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
宝
石
商
と
な
り
、
宝
石
を
使
っ

て
鉱
山
や
職
人
を
手
に
入
れ
、
資
産
を

築
い
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。
あ
る
会
員

は
、「
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
人
が

持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
が
気
に
な
り
、
自

分
は
何
を
集
め
る
か
考
え
、
点
数
計
算

も
必
要
に
な
る
の
で
、
頭
も
手
先
も
使

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、「
駆
け
引
き
が
面
白
い
」「
ゲ
ー

ム
の
勝
敗
は
運
が
大
き
く
影
響
す
る
の

で
、
負
け
て
も
悔
し
く
な
い
。
そ
れ
よ

り
、
ゲ
ー
ム
の
過
程
で
感
じ
る
充
実
感

が
楽
し
い
」「
予
想
外
の
出
来
事
が
あ
る

か
ら
、
面
白
さ
が
倍
増
し
ま
す
」な
ど
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
魅
力
を
次
々
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
頭

を
使
い
続
け
る
こ
と
で
、
認
知
機
能
の

維
持
に
役
立
て
て
い
る
会
員
も
い
ま

す
。
あ
る
会
員
は
、「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
あ
れ
、
そ
れ

を
言
わ
な
く
な
り
、
物
を
思
い
出
す
の

が
早
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
、
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
頭
を
使
い
な
が
ら
人
と
交
流
し
、

心
身
の
健
康
を
促
進
す
る
活
動
と
し
て

も
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
脳
活

元
気
な
仲
間
た
ち

和
気
あ
い
あ
い
と
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

「
邑
楽
町
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会
」は
、

頭
の
体
操
を
し
な
が
ら
、
元
気
に
活
動
中
で
す
。

邑 楽 町

「邑楽町ボードゲームの会」
頭の体操。予測不能な展開が面白い。

問い合わせ先 　邑楽町役場 福祉介護課　電話：0276-47-5045
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参加選手
募　集

高齢者のスポーツ・文化・福祉の祭典「ねんりんピック岐阜
2025」が開催されます。群馬県長寿社会づくり財団ではこの
大会に参加する選手を募集します。

■参加資格	 （１）群馬県内で活動している60歳以
上の人。（昭和41年４月１日以前に生ま
れた人）

	 （２）群馬県の代表として、自覚を
持って臨み全日程の大会参加に支障
がない人。

	 ※チーム編成、参加要件など詳細に	
　ついてはお問い合わせください。

■自己負担額	90,000円程度（目安）

■開催期間	 令和７年10月18日（土）～21日（火）

■申込用紙配布場所 
市町村高齢福祉担当課	
公民館	
県庁県民センター	
県保健福祉事務所、等

申込締切：令和７年５月30日（金）

問い合わせ先
公益財団法人 群馬県長寿社会づくり財団　「ねんりんピック岐阜2025」係
電話 027-255-6511　FAX 027-255-6166

ふれあいスポーツ交流大会（16）

水 泳 岐 阜 市

グラウンド・ゴルフ 笠 松 町

ラグビーフットボール 郡 上 市

サ ッ カ ー 飛 騨 市

ソフトバレーボール 山 県 市

ウ ォ ー ク ラ リ ー 美 濃 市

太 極 拳 下 呂 市

ダ ン ス ス ポ ー ツ 高 山 市

デ ィ ス ク ゴ ル フ 御 嵩 町

マ レ ッ ト ゴ ル フ 恵 那 市

イ ン デ ィ ア カ 各務原市

オリエンテーリング 下 呂 市

ターゲット・バードゴルフ 各務原市

バ ウ ン ド テ ニ ス 瑞 浪 市

スポーツウエルネス吹矢 池 田 町

パ ド ル テ ニ ス 多治見市

文化交流大会（５）

囲 碁 大 垣 市

将 棋 美濃加茂市

俳 句 大 垣 市

健康マージャン 大 垣 市

か る た 可 児 市

スポーツ交流大会（10）

卓 球 中 津 川 市

テ ニ ス 岐 阜 市

ソフトテニス 瑞穂市・大垣市

ソフトボール 揖 斐 川 町

ゲートボール 羽 島 市

ペ タ ン ク 養 老 町

ゴ ル フ 関 市

マ ラ ソ ン 海 津 市

弓 道 岐 阜 市

剣 道 関 市

■募集種目・会場地

＊
交
流
大
会
で
は
、
他
県
選
手
団
と
の
交

流
も
深
ま
り
、
お
互
い
を
応
援
し
合
い
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宿
泊
ホ
テ

ル
も
、
前
泊
宿
舎
も
最
高
で
し
た
！
（
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
）

＊
今
回
、
い
い
結
果
が
残
せ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
チ
ー
ム
全
員
に
と
っ
て
思
い
出
深

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。（
太
極
拳
）

■
美
術
展

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
福
祉
・
生
き
が
い

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
美
術

展
に
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

芸
・
書
・
写
真
の
６
部
門
に
全
国
か
ら

４
８
２
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
か
ら
も
６
部
門
に
12
作
品
を
出
品

し
、
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

○
入
賞

銅
賞

日
本
画
　「
縄
文
か
ら
の
贈
り
物
」

大
井
　
美
千
子 選

手
の
皆
様

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
!!
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○
準
優
勝
：
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
（
安
藤
　

均
）

○
種
目
別
入
賞
（
団
体
）：
太
極
拳

（
６
位
）

■
そ
の
他
特
別
賞
表
彰

○
最
高
齢
者
賞
：
石
橋
輝
治
　
86
歳

（
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
）

代
田
玲
子
　
81
歳
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）

◎
参
加
し
た
選
手
か
ら
ご
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

＊
私
た
ち
の
水
泳
人
生
の
中
に
新
し

い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

（
水
泳
）

＊
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
か
ら
の
応
援
は
選

手
達
の
励
み
に
な
り
、
力
に
な
り
ま

す
。
今
回
、AXIS

バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア

ム
、
殿
ダ
ム
記
念
広
場
と
も
に
、
多

く
の
応
援
を
い
た
だ
き
優
勝
で
き
ま

し
た
！
（
サ
ッ
カ
ー
）

■
結
団
式

　
令
和
６
年
９
月
19
日
（
木
）
群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を

包
ん
だ
群
馬
県
選
手
団
が
集
ま
り
結

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
群
馬
県
健
康
福
祉
部
長
か
ら

の
激
励
後
、
桑
原
英
之
選
手
（
剣
道
）

へ
県
旗
が
手
渡
さ
れ
、
吉
田
む
つ
み
選

手
（
弓
道
）
が
選
手
団
を
代
表
し
て

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

■
総
合
開
会
式

　「
咲
か
せ
よ
う
　
砂
丘
に
長
寿
と

　
笑
み
の
花
」
を
テ
ー
マ
に
第
36
回

全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
開
会
式
は
、
鳥
取
県
立
布
施

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
会
場

に
、
雨
天
の
た
め
縮
小
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
の
選
手
や
各
会

場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
楽
し

く
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

■
表
彰
及
び
上
位
結
果

○
優
勝
：
サ
ッ
カ
ー
（
Ｈ
ブ
ロ
ッ
ク
）

■
ス
ポ
ー
ツ
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
交
流
大
会

　
総
合
開
会
式
の
翌
日
か
ら
、
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、

ロ
ー
イ
ン
グ
、
水
泳
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
サ
ッ
カ
ー
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、
太
極
拳
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
囲
碁
、
将
棋
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
民
謡
、ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
28
種
目
が
、
鳥
取
県
内
の
19
市

町
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
群
馬
県
か
ら
は
、
10
種
目
に
61
名

の
選
手
が
参
加
し
、
や
や
緊
張
し
な

が
ら
も
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ

レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

須藤群馬県議会議長（写真中央）が現地まで激励に
来てくださいました。
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参加選手
募　集

高齢者のスポーツ・文化・福祉の祭典「ねんりんピック岐阜
2025」が開催されます。群馬県長寿社会づくり財団ではこの
大会に参加する選手を募集します。

■参加資格	 （１）群馬県内で活動している60歳以
上の人。（昭和41年４月１日以前に生ま
れた人）

	 （２）群馬県の代表として、自覚を
持って臨み全日程の大会参加に支障
がない人。

	 ※チーム編成、参加要件など詳細に	
　ついてはお問い合わせください。

■自己負担額	90,000円程度（目安）

■開催期間	 令和７年10月18日（土）～21日（火）

■申込用紙配布場所 
市町村高齢福祉担当課	
公民館	
県庁県民センター	
県保健福祉事務所、等

申込締切：令和７年５月30日（金）

問い合わせ先
公益財団法人 群馬県長寿社会づくり財団　「ねんりんピック岐阜2025」係
電話 027-255-6511　FAX 027-255-6166

ふれあいスポーツ交流大会（16）

水 泳 岐 阜 市

グラウンド・ゴルフ 笠 松 町

ラグビーフットボール 郡 上 市

サ ッ カ ー 飛 騨 市

ソフトバレーボール 山 県 市

ウ ォ ー ク ラ リ ー 美 濃 市

太 極 拳 下 呂 市

ダ ン ス ス ポ ー ツ 高 山 市

デ ィ ス ク ゴ ル フ 御 嵩 町
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オリエンテーリング 下 呂 市

ターゲット・バードゴルフ 各務原市
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文化交流大会（５）
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将 棋 美濃加茂市

俳 句 大 垣 市
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か る た 可 児 市

スポーツ交流大会（10）
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テ ニ ス 岐 阜 市

ソフトテニス 瑞穂市・大垣市

ソフトボール 揖 斐 川 町

ゲートボール 羽 島 市

ペ タ ン ク 養 老 町

ゴ ル フ 関 市

マ ラ ソ ン 海 津 市

弓 道 岐 阜 市

剣 道 関 市

■募集種目・会場地

＊
交
流
大
会
で
は
、
他
県
選
手
団
と
の
交

流
も
深
ま
り
、
お
互
い
を
応
援
し
合
い
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宿
泊
ホ
テ

ル
も
、
前
泊
宿
舎
も
最
高
で
し
た
！
（
ダ

ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
）

＊
今
回
、
い
い
結
果
が
残
せ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
チ
ー
ム
全
員
に
と
っ
て
思
い
出
深

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。（
太
極
拳
）

■
美
術
展

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
福
祉
・
生
き
が
い

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
美
術

展
に
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

芸
・
書
・
写
真
の
６
部
門
に
全
国
か
ら

４
８
２
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
か
ら
も
６
部
門
に
12
作
品
を
出
品

し
、
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

○
入
賞

銅
賞

日
本
画
　「
縄
文
か
ら
の
贈
り
物
」

大
井
　
美
千
子 選

手
の
皆
様

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
!!
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○
準
優
勝
：
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
（
安
藤
　

均
）

○
種
目
別
入
賞
（
団
体
）：
太
極
拳

（
６
位
）

■
そ
の
他
特
別
賞
表
彰

○
最
高
齢
者
賞
：
石
橋
輝
治
　
86
歳

（
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
）

代
田
玲
子
　
81
歳
（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）

◎
参
加
し
た
選
手
か
ら
ご
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

＊
私
た
ち
の
水
泳
人
生
の
中
に
新
し

い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

（
水
泳
）

＊
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
か
ら
の
応
援
は
選

手
達
の
励
み
に
な
り
、
力
に
な
り
ま

す
。
今
回
、AXIS

バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア

ム
、
殿
ダ
ム
記
念
広
場
と
も
に
、
多

く
の
応
援
を
い
た
だ
き
優
勝
で
き
ま

し
た
！
（
サ
ッ
カ
ー
）

■
結
団
式

　
令
和
６
年
９
月
19
日
（
木
）
群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を

包
ん
だ
群
馬
県
選
手
団
が
集
ま
り
結

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
群
馬
県
健
康
福
祉
部
長
か
ら

の
激
励
後
、
桑
原
英
之
選
手
（
剣
道
）

へ
県
旗
が
手
渡
さ
れ
、
吉
田
む
つ
み
選

手
（
弓
道
）
が
選
手
団
を
代
表
し
て

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

■
総
合
開
会
式

　「
咲
か
せ
よ
う
　
砂
丘
に
長
寿
と

　
笑
み
の
花
」
を
テ
ー
マ
に
第
36
回

全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
開
会
式
は
、
鳥
取
県
立
布
施

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
会
場

に
、
雨
天
の
た
め
縮
小
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
の
選
手
や
各
会

場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
楽
し

く
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

■
表
彰
及
び
上
位
結
果

○
優
勝
：
サ
ッ
カ
ー
（
Ｈ
ブ
ロ
ッ
ク
）

■
ス
ポ
ー
ツ
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
交
流
大
会
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合
開
会
式
の
翌
日
か
ら
、
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
マ
ラ
ソ
ン
、
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道
、
剣
道
、

ロ
ー
イ
ン
グ
、
水
泳
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
サ
ッ
カ
ー
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、
太
極
拳
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
囲
碁
、
将
棋
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
民
謡
、ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
28
種
目
が
、
鳥
取
県
内
の
19
市

町
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
群
馬
県
か
ら
は
、
10
種
目
に
61
名

の
選
手
が
参
加
し
、
や
や
緊
張
し
な

が
ら
も
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ

レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

須藤群馬県議会議長（写真中央）が現地まで激励に
来てくださいました。
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①理事 篠木 敏江さん
②理事 逸見 武夫さん
③会員 藤家 慶子さん
④会員 福地 喜美さん
⑤館林市シルバー人材センターの皆さん
⑥リフォーム・手工芸業務
⑦手工芸品（刺し子）
⑧刃物研ぎ業務
⑨ボランティア活動（子房摘み）
⑩除草作業
⑪事務局長　植原 努さん

❼

❷

❽

❶

❹

❺

❻

91011

❸

◀︎館林市シルバー人材センターの 
　ホームページ

13

〒374-0029　館林市仲町14-1　TEL.0276-72-1321 FAX.0276-72-1322

館林市シルバー人材センター
生きがいと　地域のニーズを　結びますシルバー人材センター訪問

を
使
い
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
手
工

芸
品
を
作
り
、
販
売
す
る
事
業
で
す
。

「
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」は
、
会
員
が

作
っ
た
手
工
芸
品
を
販
売
す
る
常
設
店

舗
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
あ
り
ま

す
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
・
手
工
芸
業
務
部
会
長

を
務
め
て
い
る
の
は
、
篠
木
敏
江
さ
ん

で
す
。
刺
し
子
技
術
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
も
あ
る
篠
木
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は

楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

材
料
費
だ
け
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ
で
十

分
。
週
に
一
度
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
楽
し
い
し
、
手

工
芸
品
が
売
れ
る
と
嬉
し
い
し
、
ま
た

作
る
励
み
に
な
り
ま
す
ね
」と
話
し
て

い
ま
す
。

会
員
さ
ん
は
元
気
に
活
躍

　
襖
や
網
戸
、
障
子
張
り
作
業
を
長
年

担
当
し
て
い
る
逸
見
武
夫
さ
ん
は
、
シ

ル
バ
ー
お
助
け
隊
の
隊
長
で
も
あ
り
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
お
助
け
隊
は
、
日
常
生

活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
に
伴
う
困
り

ご
と
を
ワ
ン
コ
イ
ン（
１
回
５
０
０
円
、

30
分
程
度
）で
お
手
伝
い
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　
平
成
22
年
に
入
会
し
た
逸
見
さ
ん

は
、「
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
」と

い
う
信
念
の
も
と
、
一
つ
ひ
と
つ
の
仕

事
を
丁
寧
に
こ
な
し
て
き
た
と
い
い
ま

す
。「
仕
事
を
全
う
す
る
と
い
う
責
任

を
持
た
さ
れ
る
こ
と
が
、
元
気
の
秘
け

独
自
事
業「
お
さ
ら
い
教
室
」

　
館
林
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
補
習
塾
業
務
」「
リ
フ
ォ
ー
ム
・

手
工
芸
業
務
」「
刃
物
研
ぎ
業
務
」「
シ
ル

バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」の
４
つ
の
独
自
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
61
年
に
始

ま
っ
た「
補
習
塾
業
務
」は
、
市
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
、
国
語
や
算
数（
小

学
生
）、
英
語（
中
学
生
）の
授
業
の
お

さ
ら
い
を
行
う
教
室
で
す
。
教
職
経
験

者
の
会
員
に
よ
る
個
人
指
導
で
、
学
力

向
上
を
支
援
し
、
日
常
学
習
の
補
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
に
入
会
し
た
藤
家
慶
子
さ

ん
は
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
夕
方

に
、
２
年
生
、
４
年
生
、
６
年
生
の
お

さ
ら
い
教
室
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
毎

回
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
校
の
話
を
聞

け
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
ど
う
教
え
た
ら
理
解
し
て
も
ら
え
る

か
を
考
え
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
」と

藤
家
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
お
さ
ら
い
教
室
は
、
館
林
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
内
の

公
民
館
な
ど
５
か
所
で
開
か
れ
て
お

り
、
11
人
の
会
員（
指
導
者
）が
子
ど
も

た
ち
に
補
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
工
芸
品
を
販
売

　「
リ
フ
ォ
ー
ム
・
手
工
芸
業
務
」は
、

昭
和
62
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
員
た
ち
が
布
地
や
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど

　館林市は群馬県東南部に位置し、関東地方のほぼ中
央にあります。北には渡良瀬川、南には利根川が流れ、
城沼や多々良沼など、多くの池沼があり、豊かな自然
環境に恵まれています。東京から約60㎞で、都心への
アクセスも良好で、農商工調和のとれた文化都市です。

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

　
定
年
後
、
時
間
を
持
て
余
し
て
い

た
福
地
喜
美
さ
ん
は
、
家
で
じ
っ
と

し
て
い
る
よ
り
外
に
出
た
方
が
い
い

と
思
い
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
ま
し

た
。
福
地
さ
ん
は
清
掃
の
仕
事
を
し

て
お
り
、病
院
の
待
合
室
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
共
用
部
分
な
ど
、
毎
日
１
時
間

か
ら
２
時
間
の
清
掃
作
業
を
掛
け
持

ち
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
年
を
取

る
と
、
体
が
痛
い
と
か
不
調
が
出
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
ど
こ

も
痛
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
シ
ル
バ
ー

に
入
っ
て
仕
事
で
外
へ
出
て
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
し
て
き
た
か
ら
、

元
気
で
い
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
後
継
者
が

な
か
な
か
育
た
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
・
手
工

芸
業
務
も
お
さ
ら
い
教
室
も
、
後
継

者
が
少
な
い
状
況
で
す
。
事
務
局
長

の
植
原
努
さ
ん
は
、「
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
業

務
に
携
わ
っ
て
も
ら
え
る
と
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

「館林市シルバー人材センター」は昭和58年（1983）
に設立されました。会員数は293名（男性173名、女性
120名）。令和5年度の就業実人員は236人で、就業率
80.5％です。昭和61年から、４つの独自事業を展開し、
多くの会員が活躍しています。
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①理事 篠木 敏江さん
②理事 逸見 武夫さん
③会員 藤家 慶子さん
④会員 福地 喜美さん
⑤館林市シルバー人材センターの皆さん
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⑦手工芸品（刺し子）
⑧刃物研ぎ業務
⑨ボランティア活動（子房摘み）
⑩除草作業
⑪事務局長　植原 努さん

❼

❷

❽

❶

❹

❺

❻

91011

❸

◀︎館林市シルバー人材センターの 
　ホームページ
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〒374-0029　館林市仲町14-1　TEL.0276-72-1321 FAX.0276-72-1322

館林市シルバー人材センター
生きがいと　地域のニーズを　結びますシルバー人材センター訪問

を
使
い
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
手
工

芸
品
を
作
り
、
販
売
す
る
事
業
で
す
。

「
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」は
、
会
員
が

作
っ
た
手
工
芸
品
を
販
売
す
る
常
設
店

舗
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
あ
り
ま

す
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
・
手
工
芸
業
務
部
会
長

を
務
め
て
い
る
の
は
、
篠
木
敏
江
さ
ん

で
す
。
刺
し
子
技
術
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
も
あ
る
篠
木
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は

楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

材
料
費
だ
け
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ
で
十

分
。
週
に
一
度
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
楽
し
い
し
、
手

工
芸
品
が
売
れ
る
と
嬉
し
い
し
、
ま
た

作
る
励
み
に
な
り
ま
す
ね
」と
話
し
て

い
ま
す
。

会
員
さ
ん
は
元
気
に
活
躍

　
襖
や
網
戸
、
障
子
張
り
作
業
を
長
年

担
当
し
て
い
る
逸
見
武
夫
さ
ん
は
、
シ

ル
バ
ー
お
助
け
隊
の
隊
長
で
も
あ
り
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
お
助
け
隊
は
、
日
常
生

活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
に
伴
う
困
り

ご
と
を
ワ
ン
コ
イ
ン（
１
回
５
０
０
円
、

30
分
程
度
）で
お
手
伝
い
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　
平
成
22
年
に
入
会
し
た
逸
見
さ
ん

は
、「
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
」と

い
う
信
念
の
も
と
、
一
つ
ひ
と
つ
の
仕

事
を
丁
寧
に
こ
な
し
て
き
た
と
い
い
ま

す
。「
仕
事
を
全
う
す
る
と
い
う
責
任

を
持
た
さ
れ
る
こ
と
が
、
元
気
の
秘
け

独
自
事
業「
お
さ
ら
い
教
室
」

　
館
林
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
補
習
塾
業
務
」「
リ
フ
ォ
ー
ム
・

手
工
芸
業
務
」「
刃
物
研
ぎ
業
務
」「
シ
ル

バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
」の
４
つ
の
独
自
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
61
年
に
始

ま
っ
た「
補
習
塾
業
務
」は
、
市
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
、
国
語
や
算
数（
小

学
生
）、
英
語（
中
学
生
）の
授
業
の
お

さ
ら
い
を
行
う
教
室
で
す
。
教
職
経
験

者
の
会
員
に
よ
る
個
人
指
導
で
、
学
力

向
上
を
支
援
し
、
日
常
学
習
の
補
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
に
入
会
し
た
藤
家
慶
子
さ

ん
は
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
夕
方

に
、
２
年
生
、
４
年
生
、
６
年
生
の
お

さ
ら
い
教
室
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
毎

回
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
校
の
話
を
聞

け
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
ど
う
教
え
た
ら
理
解
し
て
も
ら
え
る

か
を
考
え
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
」と

藤
家
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
お
さ
ら
い
教
室
は
、
館
林
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
市
内
の

公
民
館
な
ど
５
か
所
で
開
か
れ
て
お

り
、
11
人
の
会
員（
指
導
者
）が
子
ど
も

た
ち
に
補
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
工
芸
品
を
販
売

　「
リ
フ
ォ
ー
ム
・
手
工
芸
業
務
」は
、

昭
和
62
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
員
た
ち
が
布
地
や
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど

　館林市は群馬県東南部に位置し、関東地方のほぼ中
央にあります。北には渡良瀬川、南には利根川が流れ、
城沼や多々良沼など、多くの池沼があり、豊かな自然
環境に恵まれています。東京から約60㎞で、都心への
アクセスも良好で、農商工調和のとれた文化都市です。

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

　
定
年
後
、
時
間
を
持
て
余
し
て
い

た
福
地
喜
美
さ
ん
は
、
家
で
じ
っ
と

し
て
い
る
よ
り
外
に
出
た
方
が
い
い

と
思
い
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
ま
し

た
。
福
地
さ
ん
は
清
掃
の
仕
事
を
し

て
お
り
、病
院
の
待
合
室
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
共
用
部
分
な
ど
、
毎
日
１
時
間

か
ら
２
時
間
の
清
掃
作
業
を
掛
け
持

ち
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
年
を
取

る
と
、
体
が
痛
い
と
か
不
調
が
出
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
私
は
ど
こ

も
痛
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
シ
ル
バ
ー

に
入
っ
て
仕
事
で
外
へ
出
て
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
し
て
き
た
か
ら
、

元
気
で
い
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
後
継
者
が

な
か
な
か
育
た
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
・
手
工

芸
業
務
も
お
さ
ら
い
教
室
も
、
後
継

者
が
少
な
い
状
況
で
す
。
事
務
局
長

の
植
原
努
さ
ん
は
、「
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
業

務
に
携
わ
っ
て
も
ら
え
る
と
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

「館林市シルバー人材センター」は昭和58年（1983）
に設立されました。会員数は293名（男性173名、女性
120名）。令和5年度の就業実人員は236人で、就業率
80.5％です。昭和61年から、４つの独自事業を展開し、
多くの会員が活躍しています。
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入会を希望される方は、お住まいの市町村センターにお気軽にお問合せください。

前 橋 市
高 崎 市
桐 生 市
伊勢崎市
太 田 市
沼 田 市
館 林 市
渋 川 市
藤 岡 市
富 岡 市
安 中 市

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

027-254-5022
027-322-0206
0277-43-9161
0270-24-7722
0276-47-5635
0278-24-2942
0276-72-1321
0279-22-4688
0274-22-2151
0274-60-1600
027-380-5112

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

みどり市
吉 岡 町
甘 楽 町
みなかみ町
板 倉 町
大 泉 町
神 流 町
下仁田町
南 牧 村
中之条町

0277-72-1905
0279-30-5161
0274-74-3475
0278-25-4688
0276-82-3952
0276-61-2230
0274-58-2781
0274-64-9535
0274-87-2676
0279-75-8841

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

長野原町
嬬 恋 村
高 山 村
東吾妻町
片 品 村
昭 和 村
玉 村 町
明 和 町
千代田町
邑 楽 町

0279-82-4487
0279-96-1611
0279-63-2075
0279-68-0135
0278-58-6333
0278-20-1126
0270-65-8864
0276-84-4013
0276-86-6181
0276-89-0099

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

QRコードの読み取り方は
当財団のYouTubeから動画で見られます。

群馬県長寿社会づくり財団　QRコード

スマートフォンの検索機能で検索して
クリックすると動画が見られます。
※QRコードは株式会社デンソーウェーブの商標登録です。

　シルバー会員が事故無く安全に働くことができるよう、今年度は17センターを対象にシルバー連合安全担当職員が、安全
パトロールを実施しました。
　就業中の現場を抜き打ちで訪問し、会員への声かけと作業方法の安全確認、服装・装備、器具の使い方等について点検を行
いました。
　県内で発生した「傷害事故」の発生要因で最も多いのが蜂被害であることから「蜂・虫刺されに関する事故」、
草刈り作業で石飛びによる「損害賠償事故」が多発していることから「正しい刈払機の使用方法」、今年も猛暑で
あったことから「熱中症予防」を中心に安全指導を行い、センター事務局にも気付いた点や、改善事項について
助言を行いました。

安全パトロール
県内シルバー人材センター　令和6年7月～9月まで
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県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

の
就
業
事
故
撲
滅
の
た
め
、
令
和
６
年

11
月
14
日
（
木
）に
群
馬
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
第
７
回
安
全
大
会
」を
開
催
し
、

会
員
、
役
職
員
あ
わ
せ
て
１
０
６
名
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
高
齢
者
の
仕
事
中
の
事
故

防
止
～
安
心
・
安
全
で
元
気
に
働
け
る

職
場
を
目
指
し
て
～
」を
テ
ー
マ
に
、
会

員
の
高
齢
化
へ
の
適
切
な
対
応
、
必
要

な
取
組
に
つ
い
て
、
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
連
合
会
　
萩
原
健
次
郎
会
長
の
主

催
者
代
表
挨
拶
を
は
じ
め
、
厚
生
労
働

省
群
馬
労
働
局
　
職
業
安
定
部
長
　
水

野
憲
一
様
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
長
　

相
川
章
代
様
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
安
全
・
適
正
就
業
表
彰
で
は
、
当
連

合
会
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
　
鈴

木
髙
雄
委
員
長
か
ら
、
安
全
・
適
正
就

業
優
良
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
伊
勢
崎
市
、

沼
田
市
、
富
岡
市
、
片
品
村
、
明
和
町
の

５
セ
ン
タ
ー
に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
　

　
県
内
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
　
加
藤

透
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協

会
　
砂
田
真
弓
様
に
「
高
年
齢
者
の
労

働
災
害
の
現
状
」と
「
高
齢
化
に
伴
い
リ

ス
ク
が
高
ま
る
労
働
災
害
及
び
健
康
障

害
」に
つ
い
て
、効
果
的
な
体
操
の
実
技

を
交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
自

分
は
大
丈
夫
」と
い
う
過
信
、
思
い
込

み
が
最
も
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
り
、「
労

働
災
害
や
健
康
障
害
は
自
分
の
こ
と
」

と
し
て
事
故
防
止
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
何
よ
り
重
要
で
あ
る

と
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
が
、
砂
田
講
師
の
わ

か
り
や
す
い
お
話
に
、
運
動
や
食
の
重

要
性
を
再
確
認
し
、
事
故
撲
滅
へ
の
意

識
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。
　

　
ロ
ビ
ー
で
は
、
館
林
市
の
会
員
が
丹

精
込
め
て
作
成
し
た
手
工
芸
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
の
見
事
な

出
来
栄
え
に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

群
馬
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

第
７
回
安
全
大
会

館林市シルバー人材センター  手工芸品展示

講演　中央労働災害防止協会　砂田真弓様

実技

安全・適正就業優良センター表彰

会場

主催者代表挨拶
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て
、
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
連
合
会
　
萩
原
健
次
郎
会
長
の
主

催
者
代
表
挨
拶
を
は
じ
め
、
厚
生
労
働

省
群
馬
労
働
局
　
職
業
安
定
部
長
　
水

野
憲
一
様
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
長
　

相
川
章
代
様
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
安
全
・
適
正
就
業
表
彰
で
は
、
当
連

合
会
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
　
鈴

木
髙
雄
委
員
長
か
ら
、
安
全
・
適
正
就

業
優
良
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
伊
勢
崎
市
、

沼
田
市
、
富
岡
市
、
片
品
村
、
明
和
町
の

５
セ
ン
タ
ー
に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
　

　
県
内
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業

の
現
状
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
　
加
藤

透
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協

会
　
砂
田
真
弓
様
に
「
高
年
齢
者
の
労

働
災
害
の
現
状
」と
「
高
齢
化
に
伴
い
リ

ス
ク
が
高
ま
る
労
働
災
害
及
び
健
康
障

害
」に
つ
い
て
、効
果
的
な
体
操
の
実
技

を
交
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
自

分
は
大
丈
夫
」と
い
う
過
信
、
思
い
込

み
が
最
も
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
り
、「
労

働
災
害
や
健
康
障
害
は
自
分
の
こ
と
」

と
し
て
事
故
防
止
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
、
何
よ
り
重
要
で
あ
る

と
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
が
、
砂
田
講
師
の
わ

か
り
や
す
い
お
話
に
、
運
動
や
食
の
重

要
性
を
再
確
認
し
、
事
故
撲
滅
へ
の
意

識
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。
　

　
ロ
ビ
ー
で
は
、
館
林
市
の
会
員
が
丹

精
込
め
て
作
成
し
た
手
工
芸
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
の
見
事
な

出
来
栄
え
に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

群
馬
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

第
７
回
安
全
大
会

館林市シルバー人材センター  手工芸品展示

講演　中央労働災害防止協会　砂田真弓様

実技

安全・適正就業優良センター表彰

会場

主催者代表挨拶
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https://www.youtube.com/watch?v=w6BQzL_D4H0


トピックス

　相手の立場に立って話を聴く「傾聴」について必要な知識、技術を学び、地域で活動する傾聴ボランティアの育成を目的に太田市
で２日間実施し17名が話を聴くスキルを身につけました。
　参加者は３名のグループになり、聴き手、話し手、観察者の役割を分担し、話を聴く状況を想定しロールプレイを行いました。
　講師は、相手の話を否定せず受け止めることで、「私のことをわかってくれた」と感じてもらうことが一番大切だと話しました。
【参加者の声】
・認知症の方との関わりに役立てたい。
・高齢者とのコミュニケーションに活用したい。
・傾聴を学んだので、ボランティア活動をやってみたい。

シニア傾聴ボランティア養成講座
太田会場　令和6年11月11日（月）、18日（月）

　地域での生活が中心となっているシニア層は、加齢とともに外出する機会が少なくなって孤立状態に陥りやすく、健康状
態にも悪影響を与えることから、シニアが関心・興味を持ち仲間づくりや社会参加に役立つ講座を開催しました。
　足の健康講座では、多くの人が自己流の歩き方をしている中で、足の不調（タコ、ウオノメ、巻き爪など）からわかること、靴
の選び方、履き方、脱ぎ方、正しい歩き方、家でのケア方法などを学びました。
　足は第二の心臓と呼ばれるほど、私たちの健康維持に重要な働きをしています。日々の足のお手入れを行い、歩ける足を維
持することは全身の健康にもつながります。この講座で、いつまでも健康に歩ける足づくりを目指しました。
【参加者の声】
・気づくことがたくさんありました。
・足に対する意識が変わりました。
・健康の鍵は足であることを知りました。
・足指の大切さがよく分かりました。
・身近な話題で興味深く受講できました。

足の健康講座
みなかみ会場　令和6年11月20日（水）、12月6日（金）

17

当財団で行った事業を写真で紹介します
☆QRコードを読み取ると講座の様子が動画で見られます

トピックス

　シニア世代が仲間づくりや地域とのつながりの新たな手法としてSNSを活用していただくことを目的に、SNS活用講座を開
催しました。スマートフォンの特徴や操作方法、QRコードの読み取り方、SNSの種類や特徴、安全対策について学びました。
　３日間コースの高崎会場では、上記の内容に加えてLINEとインスタグラムについても学習しました。メイン講師のほかサブ
講師のサポートを受けながら、丁寧な指導のもとで学ぶことができ、参加者は最後まで熱心に耳を傾けていました。
【参加者の声】
・説明が分かりやすく、理解しやすかったです。
・スマートフォンについて、いろいろ知ることができて有意義でした。
・講師の先生が親切に教えてくださり、感謝しています。
・�教え方が分かりやすく、家族に聞いても教えてもらえないので参加して良
かったです。

　心身のリラックス効果を高めるため、手指のマッサージとリラクゼーションについて、CIDESCOインターナショナルエス
テティシャンの關孝子先生にご指導いただき、13名の方がハンドケアセラピーについて学びました。当日は、パラフィン
パックの体験もできました。
【参加者の声】
・サロンなどで活用してみたい。・老人会の皆さまに紹介したい。
・友人の集まり、一人暮らしの高齢女性訪問に実施したい。
・疲れたとき、会議の合間にやってみたい。
・ハンドだけでなく、カラーリング、色彩に関する学び、メイク（どんな色が似
合うか）など教えてほしい。

アクティブシニアのためのSNS活用講座
高崎会場　令和6年8月20日（火）、21日（水）、22日（木）
千代田会場　令和6年8月29日（木）　館林会場　令和6年9月2日（月）

ハンドケアセラピー講座
前橋会場　令和6年9月11日（水）

16

https://www.youtube.com/watch?v=4Gv73A9nIi4
https://www.youtube.com/watch?v=nXbKr3Td0-U


トピックス

　相手の立場に立って話を聴く「傾聴」について必要な知識、技術を学び、地域で活動する傾聴ボランティアの育成を目的に太田市
で２日間実施し17名が話を聴くスキルを身につけました。
　参加者は３名のグループになり、聴き手、話し手、観察者の役割を分担し、話を聴く状況を想定しロールプレイを行いました。
　講師は、相手の話を否定せず受け止めることで、「私のことをわかってくれた」と感じてもらうことが一番大切だと話しました。
【参加者の声】
・認知症の方との関わりに役立てたい。
・高齢者とのコミュニケーションに活用したい。
・傾聴を学んだので、ボランティア活動をやってみたい。

シニア傾聴ボランティア養成講座
太田会場　令和6年11月11日（月）、18日（月）

　地域での生活が中心となっているシニア層は、加齢とともに外出する機会が少なくなって孤立状態に陥りやすく、健康状
態にも悪影響を与えることから、シニアが関心・興味を持ち仲間づくりや社会参加に役立つ講座を開催しました。
　足の健康講座では、多くの人が自己流の歩き方をしている中で、足の不調（タコ、ウオノメ、巻き爪など）からわかること、靴
の選び方、履き方、脱ぎ方、正しい歩き方、家でのケア方法などを学びました。
　足は第二の心臓と呼ばれるほど、私たちの健康維持に重要な働きをしています。日々の足のお手入れを行い、歩ける足を維
持することは全身の健康にもつながります。この講座で、いつまでも健康に歩ける足づくりを目指しました。
【参加者の声】
・気づくことがたくさんありました。
・足に対する意識が変わりました。
・健康の鍵は足であることを知りました。
・足指の大切さがよく分かりました。
・身近な話題で興味深く受講できました。

足の健康講座
みなかみ会場　令和6年11月20日（水）、12月6日（金）
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催しました。スマートフォンの特徴や操作方法、QRコードの読み取り方、SNSの種類や特徴、安全対策について学びました。
　３日間コースの高崎会場では、上記の内容に加えてLINEとインスタグラムについても学習しました。メイン講師のほかサブ
講師のサポートを受けながら、丁寧な指導のもとで学ぶことができ、参加者は最後まで熱心に耳を傾けていました。
【参加者の声】
・説明が分かりやすく、理解しやすかったです。
・スマートフォンについて、いろいろ知ることができて有意義でした。
・講師の先生が親切に教えてくださり、感謝しています。
・�教え方が分かりやすく、家族に聞いても教えてもらえないので参加して良
かったです。

　心身のリラックス効果を高めるため、手指のマッサージとリラクゼーションについて、CIDESCOインターナショナルエス
テティシャンの關孝子先生にご指導いただき、13名の方がハンドケアセラピーについて学びました。当日は、パラフィン
パックの体験もできました。
【参加者の声】
・サロンなどで活用してみたい。・老人会の皆さまに紹介したい。
・友人の集まり、一人暮らしの高齢女性訪問に実施したい。
・疲れたとき、会議の合間にやってみたい。
・ハンドだけでなく、カラーリング、色彩に関する学び、メイク（どんな色が似
合うか）など教えてほしい。

アクティブシニアのためのSNS活用講座
高崎会場　令和6年8月20日（火）、21日（水）、22日（木）
千代田会場　令和6年8月29日（木）　館林会場　令和6年9月2日（月）

ハンドケアセラピー講座
前橋会場　令和6年9月11日（水）
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https://www.youtube.com/watch?v=BbLAG9ZjbMQ
https://www.youtube.com/watch?v=bLDz7EiRpoI


トピックス

美味しいコーヒーの淹れ方講座
富岡会場　令和6年12月5日（木）、12日（木）

子育て応援ボランティア講座
沼田会場　令和７年1月14日（火）、21日（火）

　仕事中心の生活から地域中心の生活に移行するシニア層が、退職後も健康で社会との
つながりが維持できるように、コーヒーの淹れ方を学び、コーヒーをきっかけに地域と
の関わりや交流の輪をひろげ、居場所づくりを支援するために開催しました。
　SCAJ認定コーヒーマイスターからコーヒーに関する基礎知識やペーパードリップ・
フレンチプレスでのコーヒーの淹れ方、３種類の豆による飲み比べについて学びました。
　参加者はコーヒーの歴史、豆の種類についての講義やドリップ抽出・フレンチプレス
抽出の実践、またコーヒーの飲み比べを通して、美味しいコーヒーを淹れるために必要
なスキルを学びました。
【参加者の声】
・毎日なにげなく飲んでいたコーヒーについていろいろなことを知ることができました。
・講師の説明が分かりやすく、美味しいコーヒーの淹れ方が学べて良かったです。
・コーヒーをいただき癒やされました。
・�参加者が男性・女性同数くらいで、またコーヒーという共有のテーマで話がはずんで良
かったと思います。
・講師のお話が簡潔明瞭でとても良かったと思います。
・参加型の講座なので、退屈することなく受講できて良かったです。
・コーヒーに関する知識が得られ、有意義でした。

　子育て支援に関する専門的な座学や実習を行い、元気な高齢者の社会参加、地域の担い手としての活躍をしていただくた
めに開催しました。講座では、絵本の選び方、読み聞かせのテクニック、コミュニケーションについてご講義いただきました。
　また、実際に読み聞かせを行う時の「声のトーンや間の取り方、ページをめくるタイミング」について、実演を交えながら詳
しく解説していただきました。
【参加者の声】
・�読み聞かせには、本を読む事以外に手遊びや歌など聞き手との楽しいやりとりがあることを教えてもらい勉強になりまし
た。
・子供たちの意識を絵本に向いてもらう方法の手遊びを教えていただき、大変参考になりました。
・絵本を読むだけでなく、聞き手と読み手のコミュニケーションも大切だと学びました。

19

トピックス

　音楽を楽しみながら心身の若返りと認知症の予防を図るため、「あたま」「こころ」「からだ」の３つの若返りの手法とその効
果を習得しました。
【参加者の声】
・いきいきサロンでさっそく活用していきたい。体を動かすのがとても良いです。先生方、とてもがんばっていてステキです。
・�笑いあり、内容が豊富、分かりやすく、そして音楽と歌、手足を動かす大切さ、その人にあった、運動を提供して
いくことを実践したいと思います。
・�３つの柱で構成された内容、とても楽しく勉強になりました。ストレスを溜めないで日々の生活にメリハリを
つけ今後も活動していきたいと思いました。

　指先を動かすことで認知症予防が期待でき、さらに健康寿命の延伸
も期待される話題の「ｅスポーツ」を実際に体験しました。　
　講座内では、群馬県ｅスポーツクリエイティブ推進課職員による
「群馬県のｅスポーツへの取り組み」、一般社団法人地域社会継続研究
所代表　中山友紀氏による効果測定のほか、「太鼓の達人」に挑戦し、
練習後に3人ひと組でのチーム対抗戦をして大変盛り上がりました。
ほとんどの参加者は初めての体験で、最初は難しく感じた方も多かっ
たですが、何度か練習するとだんだんコツをつかみ、リズムに合わせ
て太鼓をたたくことができ、皆さん楽しみながらやっている様子が伝
わってきました。
【参加者の声】
・初めて参加したが、脳トレに活用したい。
・機会があったらまた参加したい。
・定期的に実施してほしい。

若返りリトミック講座
前橋会場　令和6年9月10日（火）、11日（水）

シニアのｅスポーツ講座
板倉会場　令和6年11月28日（木）
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https://www.youtube.com/watch?v=MMAEEDxcPZQ&t


トピックス

美味しいコーヒーの淹れ方講座
富岡会場　令和6年12月5日（木）、12日（木）

子育て応援ボランティア講座
沼田会場　令和７年1月14日（火）、21日（火）

　仕事中心の生活から地域中心の生活に移行するシニア層が、退職後も健康で社会との
つながりが維持できるように、コーヒーの淹れ方を学び、コーヒーをきっかけに地域と
の関わりや交流の輪をひろげ、居場所づくりを支援するために開催しました。
　SCAJ認定コーヒーマイスターからコーヒーに関する基礎知識やペーパードリップ・
フレンチプレスでのコーヒーの淹れ方、３種類の豆による飲み比べについて学びました。
　参加者はコーヒーの歴史、豆の種類についての講義やドリップ抽出・フレンチプレス
抽出の実践、またコーヒーの飲み比べを通して、美味しいコーヒーを淹れるために必要
なスキルを学びました。
【参加者の声】
・毎日なにげなく飲んでいたコーヒーについていろいろなことを知ることができました。
・講師の説明が分かりやすく、美味しいコーヒーの淹れ方が学べて良かったです。
・コーヒーをいただき癒やされました。
・�参加者が男性・女性同数くらいで、またコーヒーという共有のテーマで話がはずんで良
かったと思います。
・講師のお話が簡潔明瞭でとても良かったと思います。
・参加型の講座なので、退屈することなく受講できて良かったです。
・コーヒーに関する知識が得られ、有意義でした。

　子育て支援に関する専門的な座学や実習を行い、元気な高齢者の社会参加、地域の担い手としての活躍をしていただくた
めに開催しました。講座では、絵本の選び方、読み聞かせのテクニック、コミュニケーションについてご講義いただきました。
　また、実際に読み聞かせを行う時の「声のトーンや間の取り方、ページをめくるタイミング」について、実演を交えながら詳
しく解説していただきました。
【参加者の声】
・�読み聞かせには、本を読む事以外に手遊びや歌など聞き手との楽しいやりとりがあることを教えてもらい勉強になりまし
た。
・子供たちの意識を絵本に向いてもらう方法の手遊びを教えていただき、大変参考になりました。
・絵本を読むだけでなく、聞き手と読み手のコミュニケーションも大切だと学びました。
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トピックス

　音楽を楽しみながら心身の若返りと認知症の予防を図るため、「あたま」「こころ」「からだ」の３つの若返りの手法とその効
果を習得しました。
【参加者の声】
・いきいきサロンでさっそく活用していきたい。体を動かすのがとても良いです。先生方、とてもがんばっていてステキです。
・�笑いあり、内容が豊富、分かりやすく、そして音楽と歌、手足を動かす大切さ、その人にあった、運動を提供して
いくことを実践したいと思います。
・�３つの柱で構成された内容、とても楽しく勉強になりました。ストレスを溜めないで日々の生活にメリハリを
つけ今後も活動していきたいと思いました。

　指先を動かすことで認知症予防が期待でき、さらに健康寿命の延伸
も期待される話題の「ｅスポーツ」を実際に体験しました。　
　講座内では、群馬県ｅスポーツクリエイティブ推進課職員による
「群馬県のｅスポーツへの取り組み」、一般社団法人地域社会継続研究
所代表　中山友紀氏による効果測定のほか、「太鼓の達人」に挑戦し、
練習後に3人ひと組でのチーム対抗戦をして大変盛り上がりました。
ほとんどの参加者は初めての体験で、最初は難しく感じた方も多かっ
たですが、何度か練習するとだんだんコツをつかみ、リズムに合わせ
て太鼓をたたくことができ、皆さん楽しみながらやっている様子が伝
わってきました。
【参加者の声】
・初めて参加したが、脳トレに活用したい。
・機会があったらまた参加したい。
・定期的に実施してほしい。

若返りリトミック講座
前橋会場　令和6年9月10日（火）、11日（水）

シニアのｅスポーツ講座
板倉会場　令和6年11月28日（木）
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トピックス

就業体験（職場見学）公園管理・薪割り
高崎会場　令和6年10月23日（水）

松剪定・生垣・竹垣講習
 県央（渋川）会場　令和6年9月19日（木）、20日（金）

　実際の就業体験を通じて、シルバー人材センターでの就業を理解してもらう事を目的に、高崎市若宮公園と高崎市シル
バー人材センターにて開催しました。
　高崎会場では、「公園管理」「薪割り」の2業種に延べ9名の方が参加され、会員の方の指導のもと仕事の内容やポイントにつ
いて熱心に耳を傾けていました。
【参加者の声】
・今までにない職種体験のため参加しました。
・�作業の流れや細かな注意点等説明していただき、さらに興味が湧きました。今後、シルバー人材センターでの
就業に役立てたい。

　本講座は、松及び生垣の手入れ管理に必要となる剪定技術や竹垣づくりの基礎的知識・技能を習得し、シルバー人材セン
ターでの就業を目指して、渋川市の「坂東橋緑地公園」で開催しました。
　１日目は、雨が降っていたため屋根のある所で竹垣の作り方を学びました。竹垣づくりに必要な「男しばり」をマスターし
たのち、「四ツ目垣」の作り方を学びました。２日目は、午前中に生垣の剪定を行いました。真っすぐに刈るための目印の設置、
刈込の順番等、きれいに刈るための方法を学びました。午後は松の剪定を行いました。４人一組で１本の松を担当し、協力し
ながら仕上げました。
【参加者の声】
・非常に参考になり、今後に役立てていきたいと思います。
・日常の見慣れた木々について、性質・見どころなど理解できた。日常生活に役立ちます。
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トピックス

家事支援講習
館林会場　令和6年8月28日（水）、29日（木）

　当講習は、家事支援に必要な清掃・介護の基礎的知識と技能を習得し、シルバー人材センターでの関連業務等への就業を目
指す方を対象者として「館林市郷谷公民館」にて2日間開催しました。
　【清掃分野】では、清掃の目的についてや、清掃場所ごとのポイントの講義の後、雑巾（タオル）・自在箒等の掃除道具の使い
方など、清掃作業の基本の実技指導。【介護補助分野】では、高齢者世帯への介護接遇マナーや福祉に関する心構え、車椅子サ
ポートなど実践に役立つ知識・技能を学びました。
【参加者の声】
・大変満足でした。これを機会に今後のシルバー人材センターでの就業に役立てたい。
・講師の方の実際の実技を間近で見られて素晴らしかった。参考にして、きれいにしたい。
などの感想が寄せられ充実した講習会となりました。

　今回の就業体験（職場見学）は、シルバー人材センターでの実際の就業を理解してもらうために、伊勢崎市シルバー人材セ
ンターで開催しました。
　体験した仕事は、神社仏閣で授けてもらう「お守りづくり」です。
　体験に入る前に、会議室で伊勢崎市シルバー人材センターの職員の方からシルバー人材センターの説明と「お守りづくり」
の仕事の内容の説明を受けました。その後、会員の方が実際に作業している様子を見学し、参加者も２班に分か
れ、会員から指導を受けながら「お守りづくり」を体験しました。
　参加者の皆さんは、初めのうちは細かい作業に戸惑いながらも時間が経つにつれて慣れてきて、体験が終わ
るころには完成品を仕上げるまでになっていました。

就業体験（職場見学）お守りづくり
伊勢崎会場　令和6年9月11日（水）
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拡
大
と
退
会
防
止
の
た
め
の
普
及
啓
発
事
業
を
推

進
し
、セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
適
正
就
業
推
進
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、会
員
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、就
業

時
の
安
全
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

事
故
が
多
発
し
て
い
る
作
業
に
つ
い
て
、
安
全
就

業
対
策
の
徹
底
と
会
員
の
安
全
・
適
正
就
業
へ
の

再
認
識
を
図
り
事
故
防
止
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
就
業
開
拓
等
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
経
験
、
知
識
、

技
術
、技
能
を
活
か
せ
る
仕
事
を
確
保
、提
供
す
る

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
受
注
可
能
な

仕
事
の
開
拓
や
新
し
い
就
業
分
野
の
開
発
・
拡
大

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
活
躍
し
た
い
と
い

う
意
欲
と
能
力
の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
入
会
を
促

進
し
、会
員
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
交
流
研
修
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
円
滑
な
運
営

及
び
セ
ン
タ
ー
役
職
員
の
資
質
向
上
、
活
性
化
を

図
る
た
め
、各
種
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、セ

ン
タ
ー
が
会
員
を
対
象
に
実
施
す
る
技
能
講
習
会

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
指
導
相
談
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
適
切
な
運
営

を
図
る
た
め
、（
公
社
）
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
協
会
と
連
携
し
て
セ
ン
タ
ー
に
対
し
指

導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
相

談
に
随
時
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、連
合
単
独
で
は
対
応
が
難
し
い
、高
度
な

相
談
に
関
し
て
は
専
門
職
に
よ
る
相
談
機
関
を
設

け
、
市
町
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
交
付
金
の
支
出

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
運
営
の
た

め
、
国
庫
補
助
金
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

交
付
し
ま
す
。

●
調
査
研
究
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
有
益
な
情
報
や
資
料
等
を
収
集
・
分
析
、

先
進
地
視
察
等
を
通
じ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
者
職
業
紹
介
事
業
　

　
臨
時
的
か
つ
短
期
的
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業

務
に
係
る
雇
用
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
職
業
紹
介
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

●
子
育
て
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
現
代
の
子
育
て
、
関
わ
り
方
と
読
み
聞
か
せ
に

関
す
る
座
学
や
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
太
田
会
場（
太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
16

日（
水
）・
23
日（
水
）、太
田
市
福
祉
会
館

▼
定
員
　
30
名

●
感
覚
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座（
新
規
）

　
日
常
生
活
の
動
作
、情
緒
面
な
ど
す
べ
て
の
領
域

で
感
覚
は
大
き
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
加
齢
に
伴
い
、感
覚
機
能
が
低
下
し
て
く
る
こ
と

か
ら
、身
近
に
あ
る
も
の
を
使
い
、低
下
し
た
感
覚

を
呼
び
覚
ま
す
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と
そ

の
効
果
を
学
び
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
桐
生
会
場（
桐
生
市
）】
11
月
26
日（
水
）・
12
月
３

日（
水
）、桐
生
市
市
民
文
化
会
館

【
館
林
会
場（
館
林
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）】

令
和
８
年
１
月
14
日（
水
）・
21
日（
水
）、郷
谷
公
民

館【中
之
条
会
場（
中
之
条
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
高

山
村
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
２
日（
水
）・
９
日

（
水
）、ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

▼
定
員
　
30
名

■
組
織
づ
く
り
■

全
国
健
康
福
祉
祭
選
手
派
遣
事
業

　
シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
と
す
る
国
民
の
健
康
の
保

持
・
増
進
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図

り
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に

寄
与
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る「
第
37
回
全
国
健

康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２

０
２
５
）」に
群
馬
県
選
手
団
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　
10
月
18
日（
土
）〜
21
日（
火
）４
日
間

▼
場
所
　
岐
阜
県
内
各
地

▼
選
手
団
　
１
２
０
人
程
度

▼
参
加
種
目
　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ

ル
フ
、
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
水
泳
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

太
極
拳
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
、パ

ド
ル
テ
ニ
ス
、囲
碁
、将
棋
、健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、か

●
セ
ン
タ
ー
設
置
促
進

　
群
馬
労
働
局
、
群
馬
県
及
び
関
係
町
村
と
連
携

の
も
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
未
設
置
地
域

の
解
消
及
び
連
合
会
へ
の
加
入
を
目
指
し
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
運
営
　

　
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、

従
来
か
ら
の
請
負
や
委
任
に
よ
る
働
き
方
で
は
対

応
で
き
な
い
業
務
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
が
可
能

と
な
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
更
に
推
進
し
ま
す
。

●「
契
約
方
法
の
見
直
し
」に
係
る
対
応
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　「
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
）」
が
施
行
さ

れ
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、新
た
な

契
約
方
法
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

制
度
変
更
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
能
の
強
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
も
含
め
、
県
内
外
の
先
進
的
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
が
新
た
な
契
約
方
法
へ
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
最
新
の
情
報
を
収
集
・
提
供

し
、か
つ
連
携
し
適
切
な
支
援
を
図
り
ま
す
。

●
情
報
管
理
体
制
の
強
化

　
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
、
外
部
へ
の
情
報

が
漏
洩
し
な
い
よ
う「
個
人
情
報
保
護
規
程
」に
基

づ
き
、情
報
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
」
に
関
す
る
研
修
を
連

合
本
部
及
び
セ
ン
タ
ー
役
職
員
を
対
象
に
年
一
回

以
上
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

　
労
働
力
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
人
手
不
足
分

野
や
現
役
世
代
を
支
え
る
分
野
で
担
い
手
不
足
が

問
題
と
な
る
中
、
働
く
こ
と
に
必
ず
し
も
意
欲
的

で
は
な
い
高
齢
者
や
地
域
企
業
に
対
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
積
極
的
に
周
知
・
広

報
す
る
と
と
も
に
、
技
能
講
習
や
就
業
体
験
を
行

う
こ
と
で
、新
規
会
員
の
獲
得
、新
た
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
地
域
企
業
の
増
加
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
で
、
新
た
な
分
野
で
の
活
躍
を
希
望
す
る
会
員
、

実
際
の
就
業
に
今
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
会
員
の
た

め
に
も
、技
能
講
習
や
就
業
体
験
を
実
施
し
、人
手

不
足
分
野
等
の
担
い
手
不
足
の
解
消
を
目
指
し
ま

す
。

る
た（
百
人
一
首
）（
30
種
目
）

ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
５
開
催

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
と
お
し
て
、
シ
ニ
ア

世
代
の
健
康
の
保
持
増
進
と
交
流
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
　
10
月
30
日（
木
）

▼
場
所
　
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
他

▼
参
加
者
数
　
２
、０
０
０
人
程
度

▼
競
技
種
目
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、剣
道
、弓
道
、グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、マ
ラ
ソ
ン
、水
泳
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、な
ぎ
な
た
、太
極
拳
、囲

碁
、将
棋
、健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン（
17
種
目
）

■
調
査
研
究
■

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
調
査
研
究
事
業

　
当
財
団
の
事
業
参
加
者
を
対
象
に
、
講
座
に
参

加
し
た
こ
と
で
の
自
身
の
意
識
や
行
動
の
変
化
、

講
座
で
得
た
知
識
や
経
験
の
活
用
方
法
、
財
団
に

期
待
す
る
内
容
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
の
実
態
と
そ
の
効
果
を
ま
と

め
、公
表
し
ま
す
。

▼
調
査
時
期
　
４
月
〜
２
月

▼
調
査
対
象
　
当
財
団
事
業
参
加
者

▼
調
査
方
法
　
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
ウ
ェ

ブ
調
査

▼
調
査
事
項
　
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
自

身
の
意
識
や
行
動
の
変
化
、講
座
で
得
た
知
識
や
経

験
の
活
用
方
法
、財
団
に
期
待
す
る
事
業
内
容
等

■
多
様
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保
■

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
運
営

　「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、群
馬
労
働
局
、群
馬
県
並
び
に
市
町
村
と
連
携

を
密
に
し
て
、県
内
各
地
に
お
い
て
、シ
ニ
ア
の
た

め
の
臨
時
的
、
短
期
的
又
は
軽
易
な
業
務
の
就
業

機
会
の
確
保
、
提
供
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

●
普
及
啓
発
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
理
念
・
仕
組

み
等
を
広
く
県
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
会
員
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■
普
及
啓
発
■

ぐ
ん
ま
と
き
め
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
シ
ニ
ア
世
代
の
創
作
活
動
に
よ
る
作
品
を
審
査

し
展
示
・
発
表
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
に
よ
る
生

き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、美
術
展
、俳
句

大
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
期
の
生
き
方

に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
の
講
演

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
美
術
展
は
全
国
健
康
福
祉
祭
美
術
展
の

本
県
代
表
作
品
選
考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
　
３
月（
予
定
）

▼
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
他

（
予
定
）

▼
内
容
　
①
と
き
め
き
美
術
展（
日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、工
芸
、書
、写
真
）②
と
き
め
き
俳
句
大
会
③

と
き
め
き
講
演
会

▼
参
加
者
数
　
１
、０
０
０
人
程
度

情
報
誌「
と
き
め
き
群
馬
」発
行

　
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
及
び
社
会
参
加
に
関
す
る
情
報
や
、個
人
、団
体

及
び
財
団
の
事
業
内
容
を
紹
介
し
た
情
報
誌
を
作

成
し
、
市
町
村
等
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
す
る
こ

と
に
よ
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
実

現
に
向
け
て
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

▼
配
布
部
数
　
各
号
１
０
、０
０
０
部（
年
２
回
）

▼
配
布
先
　
県
、市
町
村
、公
民
館
等

財
団
情
報
提
供
事
業

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
多
用
し
な
が
ら
、

従
来
の
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
併
せ
市
町
村
や

県
民
へ
当
財
団
の
事
業
内
容
を
適
時
提
供
し
ま
す
。

▼
内
容
　
①
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
事
業
案
内

と
き
め
き
」作
成
８
、
０
０
０
部
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

更
新
　
当
財
団
の
概
要
及
び
事
業
等
の
情
報
③

Ｘ
･
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
お
よ
び
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
の
運
営
　
新
着
情
報
、募
集
情
報
、事
業
内
容

の
配
信
④
市
町
村
等
関
係
団
体
と
の
事
業
連
携
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施（
内
容
／
当
財
団
事

業
の
協
働
実
施
に
つ
い
て
、送
付
先
／
市
町
村
、市

町
村
社
協
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

■
人
づ
く
り
■

シ
ニ
ア
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
支
援
事
業

　
悩
み
を
持
つ
人
の
話
し
相
手
と
な
り
、
自
分
自

身
で
悩
み
を
克
服
で
き
る
よ
う
手
助
け
を
行
う
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
養
成

講
座
を
行
い
ま
す
。

●
養
成
講
座

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
藤
岡
会
場（
藤
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
８

日（
火
）・
15
日（
火
）、藤
岡
市
内

【
東
吾
妻
・
中
之
条
会
場（
東
吾
妻
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
中
之
条
町
社
会
福
祉
協
議
会
）】
８
月
20
日

（
水
）・
27
日（
水
）、東
吾
妻
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

【
太
田
会
場（
太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】11
月
10

日（
月
）・
17
日（
月
）、太
田
市
福
祉
会
館

【
伊
勢
崎
会
場（
伊
勢
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７

月
18
日（
金
）・
25
日（
金
）、伊
勢
崎
市
絣
の
郷

▼
定
員
　
各
30
名

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
渋
川
会
場（
渋
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
11

日（
金
）、渋
川
市
子
持
福
祉
会
館

【
太
田
会
場（
太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】12
月
10

日（
水
）、太
田
市
福
祉
会
館

元
気
・
活
躍
シ
ニ
ア
社
会
参
加
活
動
支
援
事
業

　
仕
事
中
心
の
生
活
か
ら
地
域
中
心
の
生
活
に
移

行
す
る
シ
ニ
ア
層
が
、
退
職
後
も
健
康
で
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
が

興
味
・
関
心
を
持
ち
、
仲
間
づ
く
り
や
社
会
参
加
に

役
立
つ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
の
情
報
提
供
や
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
社
会
参
加
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
講
座

（
新
規
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読

み
取
り
方
や
安
全
に
使
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
高

齢
者
が
巻
き
込
ま
れ
が
ち
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

に
つ
い
て
学
び
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
の
高

齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
邑
楽
会
場（
邑
楽
町
）】
９
月
３
日（
水
）、
邑
楽
町

役
場

▼
定
員
　
20
名

●
シ
ニ
ア
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　
指
先
を
使
う
こ
と
で
認
知
症
予
防
に
も
期
待
で

き
る〝
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
〞
を
通
じ
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
役
立
て
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
渋
川
会
場（
渋
川
市
）】
７
月
４
日（
金
）、
金
島
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
千
代
田
会
場（
千
代
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
）】

９
月
５
日（
金
）、
千
代
田
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
定
員
　
30
名（
渋
川
会
場
）、15
名（
千
代
田
会
場
）

※
そ
の
他
　
参
加
者
は
関
係
者
と
な
り
ま
す
。

●
足
の
健
康
講
座

　
多
く
の
人
が
自
己
流
の
歩
き
方
を
し
て
い
る

中
で
、足
の
不
調
か
ら
分
か
る
こ
と
、靴
の
選
び
方
、

履
き
方
、
脱
ぎ
方
、
正
し
い
歩
き
方
、
家
で
の
ケ
ア

方
法
な
ど
を
学
び
、
少
し
で
も
長
く
自
分
の
足
で

歩
け
る
足
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
沼
田
会
場（
沼
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
９
月
26

日（
金
）・
29
日（
月
）、沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
玉
村
会
場（
玉
村
町
社
会
福
祉
協
議
会
）】11
月
21

日（
金
）・
28
日（
金
）、ふ
る
ハ
ー
ト
ホ
ー
ル

【
吉
岡
会
場（
吉
岡
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）】

12
月
９
日（
火
）・
16
日（
火
）、吉
岡
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
富
岡
会
場（
富
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）】

１
月
19
日（
月
）・
20
日（
火
）、富
岡
市
勤
労
者
会
館

▼
定
員
　
30
名

●
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
の
登
録

　
活
動
支
援
、
情
報
提
供（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）、関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整

●
貸
出

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
①
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
道
具
、
②
軽
ス
ポ
ー
ツ

用
具（
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
、ペ
タ
ン
ク
）

元
気
・
活
躍
シ
ニ
ア
地
域
支
え
あ
い
活
動
支
援
事
業

　
元
気
な
高
齢
者
の
社
会
参
加
及
び
地
域
の
支
え

あ
い
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の
活
躍
を
推
進
す
る

一
方
で
、要
支
援
者
の
増
加
を
抑
制
し
、高
齢
者
が

元
気
で
い
つ
ま
で
も
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
、明
る
く
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、介
護
予
防
推
進
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
に
役
立
つ
実
用
的
な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
座

　
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
心
身
の
若
返
り
と
認
知

症
予
防
を
目
的
に
し
た
メ
ソ
ッ
ド
を
使
い
な
が
ら
、

「
あ
た
ま
」「
こ
こ
ろ
」「
か
ら
だ
」の
３
つ
の
若
返
り

の
手
法
と
そ
の
効
果
を
習
得
し
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
前
橋
会
場（
群
馬
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）】
７
月

11
日（
金
）、群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

【
伊
勢
崎
会
場（
伊
勢
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
９

月
２
日（
火
）、伊
勢
崎
市
絣
の
郷

【
渋
川
会
場（
渋
川
市
）】10
月
16
日（
木
）、渋
川
市
民

会
館

【
板
倉
会
場（
板
倉
町
）】７
月
31
日（
木
）、板
倉
町
中

央
公
民
館

▼
定
員
　
30
名

財
団
だ
よ
り

申し込み＆問い合わせ●

群馬県
長寿社会づくり財団
〒371-8517 
前橋市新前橋町13-12
TEL 027-255-6511
FAX 027-255-6166
Eメール gunshiren@sjc.ne.jp

※開催日、場所などが変更になる場合があ
りますので、ご了承ください。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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拡
大
と
退
会
防
止
の
た
め
の
普
及
啓
発
事
業
を
推

進
し
、セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
適
正
就
業
推
進
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、会
員
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、就
業

時
の
安
全
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

事
故
が
多
発
し
て
い
る
作
業
に
つ
い
て
、
安
全
就

業
対
策
の
徹
底
と
会
員
の
安
全
・
適
正
就
業
へ
の

再
認
識
を
図
り
事
故
防
止
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
就
業
開
拓
等
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
経
験
、
知
識
、

技
術
、技
能
を
活
か
せ
る
仕
事
を
確
保
、提
供
す
る

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
受
注
可
能
な

仕
事
の
開
拓
や
新
し
い
就
業
分
野
の
開
発
・
拡
大

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
活
躍
し
た
い
と
い

う
意
欲
と
能
力
の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
入
会
を
促

進
し
、会
員
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
交
流
研
修
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
円
滑
な
運
営

及
び
セ
ン
タ
ー
役
職
員
の
資
質
向
上
、
活
性
化
を

図
る
た
め
、各
種
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、セ

ン
タ
ー
が
会
員
を
対
象
に
実
施
す
る
技
能
講
習
会

に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
指
導
相
談
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
適
切
な
運
営

を
図
る
た
め
、（
公
社
）
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
協
会
と
連
携
し
て
セ
ン
タ
ー
に
対
し
指

導
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
相

談
に
随
時
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、連
合
単
独
で
は
対
応
が
難
し
い
、高
度
な

相
談
に
関
し
て
は
専
門
職
に
よ
る
相
談
機
関
を
設

け
、
市
町
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
交
付
金
の
支
出

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
運
営
の
た

め
、
国
庫
補
助
金
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

交
付
し
ま
す
。

●
調
査
研
究
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
有
益
な
情
報
や
資
料
等
を
収
集
・
分
析
、

先
進
地
視
察
等
を
通
じ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
者
職
業
紹
介
事
業
　

　
臨
時
的
か
つ
短
期
的
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業

務
に
係
る
雇
用
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
職
業
紹
介
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

●
子
育
て
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
現
代
の
子
育
て
、
関
わ
り
方
と
読
み
聞
か
せ
に

関
す
る
座
学
や
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
太
田
会
場（
太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
16

日（
水
）・
23
日（
水
）、太
田
市
福
祉
会
館

▼
定
員
　
30
名

●
感
覚
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座（
新
規
）

　
日
常
生
活
の
動
作
、情
緒
面
な
ど
す
べ
て
の
領
域

で
感
覚
は
大
き
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
加
齢
に
伴
い
、感
覚
機
能
が
低
下
し
て
く
る
こ
と

か
ら
、身
近
に
あ
る
も
の
を
使
い
、低
下
し
た
感
覚

を
呼
び
覚
ま
す
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と
そ

の
効
果
を
学
び
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
桐
生
会
場（
桐
生
市
）】
11
月
26
日（
水
）・
12
月
３

日（
水
）、桐
生
市
市
民
文
化
会
館

【
館
林
会
場（
館
林
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）】

令
和
８
年
１
月
14
日（
水
）・
21
日（
水
）、郷
谷
公
民

館【中
之
条
会
場（
中
之
条
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
高

山
村
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
２
日（
水
）・
９
日

（
水
）、ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

▼
定
員
　
30
名

■
組
織
づ
く
り
■

全
国
健
康
福
祉
祭
選
手
派
遣
事
業

　
シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
と
す
る
国
民
の
健
康
の
保

持
・
増
進
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図

り
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に

寄
与
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る「
第
37
回
全
国
健

康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２

０
２
５
）」に
群
馬
県
選
手
団
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　
10
月
18
日（
土
）〜
21
日（
火
）４
日
間

▼
場
所
　
岐
阜
県
内
各
地

▼
選
手
団
　
１
２
０
人
程
度

▼
参
加
種
目
　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ

ル
フ
、
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
水
泳
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

太
極
拳
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
、パ

ド
ル
テ
ニ
ス
、囲
碁
、将
棋
、健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、か

●
セ
ン
タ
ー
設
置
促
進

　
群
馬
労
働
局
、
群
馬
県
及
び
関
係
町
村
と
連
携

の
も
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
未
設
置
地
域

の
解
消
及
び
連
合
会
へ
の
加
入
を
目
指
し
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
運
営
　

　
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、

従
来
か
ら
の
請
負
や
委
任
に
よ
る
働
き
方
で
は
対

応
で
き
な
い
業
務
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
が
可
能

と
な
る
労
働
者
派
遣
事
業
を
更
に
推
進
し
ま
す
。

●「
契
約
方
法
の
見
直
し
」に
係
る
対
応
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　「
特
定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
）」
が
施
行
さ

れ
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、新
た
な

契
約
方
法
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

制
度
変
更
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
能
の
強
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
も
含
め
、
県
内
外
の
先
進
的
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
が
新
た
な
契
約
方
法
へ
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
最
新
の
情
報
を
収
集
・
提
供

し
、か
つ
連
携
し
適
切
な
支
援
を
図
り
ま
す
。

●
情
報
管
理
体
制
の
強
化

　
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
、
外
部
へ
の
情
報

が
漏
洩
し
な
い
よ
う「
個
人
情
報
保
護
規
程
」に
基

づ
き
、情
報
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
」
に
関
す
る
研
修
を
連

合
本
部
及
び
セ
ン
タ
ー
役
職
員
を
対
象
に
年
一
回

以
上
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

　
労
働
力
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
人
手
不
足
分

野
や
現
役
世
代
を
支
え
る
分
野
で
担
い
手
不
足
が

問
題
と
な
る
中
、
働
く
こ
と
に
必
ず
し
も
意
欲
的

で
は
な
い
高
齢
者
や
地
域
企
業
に
対
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
積
極
的
に
周
知
・
広

報
す
る
と
と
も
に
、
技
能
講
習
や
就
業
体
験
を
行

う
こ
と
で
、新
規
会
員
の
獲
得
、新
た
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
地
域
企
業
の
増
加
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
で
、
新
た
な
分
野
で
の
活
躍
を
希
望
す
る
会
員
、

実
際
の
就
業
に
今
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
会
員
の
た

め
に
も
、技
能
講
習
や
就
業
体
験
を
実
施
し
、人
手

不
足
分
野
等
の
担
い
手
不
足
の
解
消
を
目
指
し
ま

す
。

る
た（
百
人
一
首
）（
30
種
目
）

ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
５
開
催

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
と
お
し
て
、
シ
ニ
ア

世
代
の
健
康
の
保
持
増
進
と
交
流
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
　
10
月
30
日（
木
）

▼
場
所
　
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
他

▼
参
加
者
数
　
２
、０
０
０
人
程
度

▼
競
技
種
目
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、剣
道
、弓
道
、グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、マ
ラ
ソ
ン
、水
泳
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、な
ぎ
な
た
、太
極
拳
、囲

碁
、将
棋
、健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン（
17
種
目
）

■
調
査
研
究
■

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
調
査
研
究
事
業

　
当
財
団
の
事
業
参
加
者
を
対
象
に
、
講
座
に
参

加
し
た
こ
と
で
の
自
身
の
意
識
や
行
動
の
変
化
、

講
座
で
得
た
知
識
や
経
験
の
活
用
方
法
、
財
団
に

期
待
す
る
内
容
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
の
実
態
と
そ
の
効
果
を
ま
と

め
、公
表
し
ま
す
。

▼
調
査
時
期
　
４
月
〜
２
月

▼
調
査
対
象
　
当
財
団
事
業
参
加
者

▼
調
査
方
法
　
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
ウ
ェ

ブ
調
査

▼
調
査
事
項
　
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
自

身
の
意
識
や
行
動
の
変
化
、講
座
で
得
た
知
識
や
経

験
の
活
用
方
法
、財
団
に
期
待
す
る
事
業
内
容
等

■
多
様
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保
■

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
運
営

　「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、群
馬
労
働
局
、群
馬
県
並
び
に
市
町
村
と
連
携

を
密
に
し
て
、県
内
各
地
に
お
い
て
、シ
ニ
ア
の
た

め
の
臨
時
的
、
短
期
的
又
は
軽
易
な
業
務
の
就
業

機
会
の
確
保
、
提
供
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

●
普
及
啓
発
事
業

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
理
念
・
仕
組

み
等
を
広
く
県
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
会
員
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■
普
及
啓
発
■

ぐ
ん
ま
と
き
め
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
シ
ニ
ア
世
代
の
創
作
活
動
に
よ
る
作
品
を
審
査

し
展
示
・
発
表
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
に
よ
る
生

き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、美
術
展
、俳
句

大
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
期
の
生
き
方

に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
の
講
演

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
美
術
展
は
全
国
健
康
福
祉
祭
美
術
展
の

本
県
代
表
作
品
選
考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
　
３
月（
予
定
）

▼
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
他

（
予
定
）

▼
内
容
　
①
と
き
め
き
美
術
展（
日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、工
芸
、書
、写
真
）②
と
き
め
き
俳
句
大
会
③

と
き
め
き
講
演
会

▼
参
加
者
数
　
１
、０
０
０
人
程
度

情
報
誌「
と
き
め
き
群
馬
」発
行

　
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
及
び
社
会
参
加
に
関
す
る
情
報
や
、個
人
、団
体

及
び
財
団
の
事
業
内
容
を
紹
介
し
た
情
報
誌
を
作

成
し
、
市
町
村
等
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
す
る
こ

と
に
よ
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
実

現
に
向
け
て
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

▼
配
布
部
数
　
各
号
１
０
、０
０
０
部（
年
２
回
）

▼
配
布
先
　
県
、市
町
村
、公
民
館
等

財
団
情
報
提
供
事
業

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
多
用
し
な
が
ら
、

従
来
の
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
併
せ
市
町
村
や

県
民
へ
当
財
団
の
事
業
内
容
を
適
時
提
供
し
ま
す
。

▼
内
容
　
①
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
事
業
案
内

と
き
め
き
」作
成
８
、
０
０
０
部
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

更
新
　
当
財
団
の
概
要
及
び
事
業
等
の
情
報
③

Ｘ
･
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
お
よ
び
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
の
運
営
　
新
着
情
報
、募
集
情
報
、事
業
内
容

の
配
信
④
市
町
村
等
関
係
団
体
と
の
事
業
連
携
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施（
内
容
／
当
財
団
事

業
の
協
働
実
施
に
つ
い
て
、送
付
先
／
市
町
村
、市

町
村
社
協
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

■
人
づ
く
り
■

シ
ニ
ア
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
支
援
事
業

　
悩
み
を
持
つ
人
の
話
し
相
手
と
な
り
、
自
分
自

身
で
悩
み
を
克
服
で
き
る
よ
う
手
助
け
を
行
う
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
養
成

講
座
を
行
い
ま
す
。

●
養
成
講
座

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
藤
岡
会
場（
藤
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
８

日（
火
）・
15
日（
火
）、藤
岡
市
内

【
東
吾
妻
・
中
之
条
会
場（
東
吾
妻
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
中
之
条
町
社
会
福
祉
協
議
会
）】
８
月
20
日

（
水
）・
27
日（
水
）、東
吾
妻
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

【
太
田
会
場（
太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】11
月
10

日（
月
）・
17
日（
月
）、太
田
市
福
祉
会
館

【
伊
勢
崎
会
場（
伊
勢
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７

月
18
日（
金
）・
25
日（
金
）、伊
勢
崎
市
絣
の
郷

▼
定
員
　
各
30
名

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
渋
川
会
場（
渋
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
７
月
11

日（
金
）、渋
川
市
子
持
福
祉
会
館

【
太
田
会
場（
太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】12
月
10

日（
水
）、太
田
市
福
祉
会
館

元
気
・
活
躍
シ
ニ
ア
社
会
参
加
活
動
支
援
事
業

　
仕
事
中
心
の
生
活
か
ら
地
域
中
心
の
生
活
に
移

行
す
る
シ
ニ
ア
層
が
、
退
職
後
も
健
康
で
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
が

興
味
・
関
心
を
持
ち
、
仲
間
づ
く
り
や
社
会
参
加
に

役
立
つ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
の
情
報
提
供
や
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
社
会
参
加
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
講
座

（
新
規
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読

み
取
り
方
や
安
全
に
使
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
高

齢
者
が
巻
き
込
ま
れ
が
ち
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

に
つ
い
て
学
び
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
の
高

齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
邑
楽
会
場（
邑
楽
町
）】
９
月
３
日（
水
）、
邑
楽
町

役
場

▼
定
員
　
20
名

●
シ
ニ
ア
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　
指
先
を
使
う
こ
と
で
認
知
症
予
防
に
も
期
待
で

き
る〝
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
〞
を
通
じ
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
役
立
て
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
渋
川
会
場（
渋
川
市
）】
７
月
４
日（
金
）、
金
島
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
千
代
田
会
場（
千
代
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
）】

９
月
５
日（
金
）、
千
代
田
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
定
員
　
30
名（
渋
川
会
場
）、15
名（
千
代
田
会
場
）

※
そ
の
他
　
参
加
者
は
関
係
者
と
な
り
ま
す
。

●
足
の
健
康
講
座

　
多
く
の
人
が
自
己
流
の
歩
き
方
を
し
て
い
る

中
で
、足
の
不
調
か
ら
分
か
る
こ
と
、靴
の
選
び
方
、

履
き
方
、
脱
ぎ
方
、
正
し
い
歩
き
方
、
家
で
の
ケ
ア

方
法
な
ど
を
学
び
、
少
し
で
も
長
く
自
分
の
足
で

歩
け
る
足
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
沼
田
会
場（
沼
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
９
月
26

日（
金
）・
29
日（
月
）、沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
玉
村
会
場（
玉
村
町
社
会
福
祉
協
議
会
）】11
月
21

日（
金
）・
28
日（
金
）、ふ
る
ハ
ー
ト
ホ
ー
ル

【
吉
岡
会
場（
吉
岡
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）】

12
月
９
日（
火
）・
16
日（
火
）、吉
岡
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
富
岡
会
場（
富
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）】

１
月
19
日（
月
）・
20
日（
火
）、富
岡
市
勤
労
者
会
館

▼
定
員
　
30
名

●
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
の
登
録

　
活
動
支
援
、
情
報
提
供（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）、関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整

●
貸
出

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。
①
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
道
具
、
②
軽
ス
ポ
ー
ツ

用
具（
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
、ペ
タ
ン
ク
）

元
気
・
活
躍
シ
ニ
ア
地
域
支
え
あ
い
活
動
支
援
事
業

　
元
気
な
高
齢
者
の
社
会
参
加
及
び
地
域
の
支
え

あ
い
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の
活
躍
を
推
進
す
る

一
方
で
、要
支
援
者
の
増
加
を
抑
制
し
、高
齢
者
が

元
気
で
い
つ
ま
で
も
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
、明
る
く
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、介
護
予
防
推
進
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
に
役
立
つ
実
用
的
な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
座

　
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
心
身
の
若
返
り
と
認
知

症
予
防
を
目
的
に
し
た
メ
ソ
ッ
ド
を
使
い
な
が
ら
、

「
あ
た
ま
」「
こ
こ
ろ
」「
か
ら
だ
」の
３
つ
の
若
返
り

の
手
法
と
そ
の
効
果
を
習
得
し
ま
す
。

▼
会
場
名（
連
携
先
）、開
催
日
、場
所

【
前
橋
会
場（
群
馬
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）】
７
月

11
日（
金
）、群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

【
伊
勢
崎
会
場（
伊
勢
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
）】
９

月
２
日（
火
）、伊
勢
崎
市
絣
の
郷

【
渋
川
会
場（
渋
川
市
）】10
月
16
日（
木
）、渋
川
市
民

会
館

【
板
倉
会
場（
板
倉
町
）】７
月
31
日（
木
）、板
倉
町
中

央
公
民
館

▼
定
員
　
30
名

財
団
だ
よ
り

申し込み＆問い合わせ●

群馬県
長寿社会づくり財団
〒371-8517 
前橋市新前橋町13-12
TEL 027-255-6511
FAX 027-255-6166
Eメール gunshiren@sjc.ne.jp

※開催日、場所などが変更になる場合があ
りますので、ご了承ください。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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わ
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の
車
窓
か
ら

～
懐
か
し
さ
と
絶
景
に
出
会
う
、
心
安
ら
ぐ
大
人
旅
～
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